
屠
延
新
簡
資
料
ほ
お
け
る
量
詞
の
考
察

三
　
保

忠
　
夫

□
キ
ー
ワ
ー
ド
　
居
延
新
簡
、
木
簡
、
量
詞
、

漢
簡
、
助
数
詞
、

類
別
詞
］
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は
じ
め
に

　
一
九
七
二
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
収
集
さ
れ
た
居
延
新
簡
一
九
、
四
〇
〇
余
点
に

　
　
　
　
　
（
1
）

っ
い
て
は
前
稿
に
も
触
れ
た
。
次
は
、
そ
の
参
考
文
献
で
あ
る
。
前
稿
の
時
点
で
は
、

そ
の
A
の
刊
行
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
B
，
C
も
公
刊
さ
れ
、
こ
れ

ら
に
よ
り
、
我
々
は
、
居
延
新
簡
の
お
お
よ
そ
に
つ
き
、
そ
の
図
版
と
釈
文
と
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
A
甘
粛
居
延
考
古
隊
「
居
延
漢
代
遺
地
的
発
掘
和
新
出
土
的
簡
冊
文
物
」
、
『
文
物
』
、

　
　
一
九
七
八
年
第
一
期
。
（
関
連
す
る
論
文
も
同
誌
に
掲
載
あ
り
）

　
B
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
⑧
甘
粛
省
博
物
館
文
化
部
古
文
献
研
究
室
⑧
中
国
社

　
　
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡
　
　
甲
渠
侯
官
与
第
四
燧
』
、
　
一
九
九

　
　
〇
年
七
月
第
一
版
、
文
物
出
版
社
。

　
C
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
⑧
甘
粛
省
博
物
館
中
国
文
物
研
究
所
⑧
中
国
社
会
科

　
　
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡
　
　
甲
渠
候
官
』
（
上
下
）
、
　
一
九
九
四
年

　
　
二
一
月
、
中
華
書
局
。

　
右
の
内
、
B
は
、
居
延
都
尉
甲
渠
侯
官
（
破
城
子
）
の
探
方
、
房
屋
、
鳩
内
外
、

そ
の
他
の
簡
蹟
類
一
九
、
一
四
二
点
に
つ
い
て
の
釈
文
で
あ
る
。
ま
た
、
C
は
、
同

甲
渠
候
官
遺
趾
の
七
、
九
五
二
点
、
甲
渠
第
四
燧
遺
祉
の
二
四
二
点
、
三
十
井
次
東

燧
遺
祉
の
一
七
三
点
、
そ
の
他
二
一
点
、
計
八
、
三
八
八
点
の
簡
蹟
類
の
釈
文
（
上

冊
）
と
図
版
（
下
冊
）
と
か
ら
成
る
。

　
本
稿
の
以
下
に
は
、
主
に
B
に
依
拠
し
、
量
詞
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

用
例
の
掲
出
方
法
は
見
出
し
字
の
部
首
順
と
し
、
釈
文
中
に
用
い
る
主
な
符
号
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
（
右
の
編
者
に
な
ら
う
）
。
ま
た
、
／
印
は
原
本
に
改
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
□
　
　
原
簡
の
字
が
模
糊
と
し
て
い
て
釈
定
で
き
な
い
場
合
（
一
字
分
）
。

　
　
　
　
…
…
　
同
右
、
字
数
の
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
。

　
　
　
　
口
　
　
原
簡
に
破
断
あ
る
場
合
。

　
　
　
　
〔
　
　
原
簡
右
欠
。
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
原
簡
左
欠
。

　
簡
蹟
類
の
出
土
地
に
っ
い
て
は
次
の
略
称
を
用
い
、
こ
れ
に
簡
番
号
を
付
す
。

　
　
　
　
破
探
一
（
∫
六
八
）
　
　
破
城
子
探
方
一
（
∫
六
八
）

　
　
　
　
破
房
八
（
∫
三
一
）
　
　
破
城
子
房
屋
八
（
∫
三
一
）

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
⑧
社
会
科
学
）

第
二
十
九
巻
　
一
七
頁
五
二
六
頁

平
成
七
年
十
二
月
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
破
鳩
内
　
　
　
　
　
　
　
破
城
子
鳩
内

　
　
　
破
鳩
外
灰
堆
　
　
　
　
　
破
城
子
鳩
外
灰
堆

　
　
　
甲
四
探
一
（
∫
二
）
　
　
甲
渠
塞
第
四
燧
探
方
一
（
∫
二
）

　
　
　
不
明
残
簡
　
　
　
　
　
　
一
九
七
二
年
居
延
地
区
調
査
採
集
地
点
不
明

　
　
二
　
量
　
　
詞

本
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
量
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
1
乗
　
2
丸
　
3
干
　
4
人
　
5
件
　
6
両

　
　
7
具
　
8
券
　
9
剤
　
1
0
匹
　
1
1
区
　
1
2
巻

　
　
B
合
　
ω
嚢
　
1
5
囲
　
1
6
封
　
1
7
張
　
1
8
所

　
　
1
9
日
　
②
O
束
　
帥
杯
　
㈲
枚
　
㈱
桑
　
㈱
歳

　
　
鯛
牒
　
㈱
発
　
㈱
級
　
㈱
編
　
㈱
行
　
㈹
輩

　
　
㈱
通
　
㈱
隻
　
㈱
葦
　
㈱
領
　
鯛
頭
　
㈱
騎

　
　
㈱
　
齊

　
ω
　
乗

　
口
　
中
蓋
三
乗
牛
車
五
　
口
（
破
探
五
三
蝸
）

文
脈
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
乗
用
の
車
、
お
よ
び
、
牛
車
を
数
え
た
も
の
か
。

　
②
　
丸

　
復
延
骨
各
一
几
□
（
破
探
四
三
9
0
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

藤
英
群
氏
は
「
…
…
丸
」
と
翻
字
す
る
。
丸
薬
の
個
数
を
い
う
。
先
の
居
延
簡
に

「
□
□
始
梧
実
先
舗
食
呑
五
丸
」
（
蜥
⑧
2
A
）
と
み
え
る
。

　
㈹
　
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
二
百
五
十
買
羊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
百
八
十
買
鶏
五
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

○
　
受
甲
渠
君
銭
千
　
　
出
七
十
二
買
路
四
干
　
　
⑬
凡
出
八
百
六
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
百
六
十
八
耀
米
七
斗
　
今
余
銭
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
百
柑
沽
酒
一
石
三
斗
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎜
）

　
買
物
の
支
払
い
報
告
書
で
あ
ろ
う
か
、
「
買
路
四
干
」
と
あ
る
。
先
の
文
献
C
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
だ

図
版
で
も
確
認
で
き
る
。
「
路
」
は
路
駝
の
肉
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
、
「
酪
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

宛
字
で
あ
ろ
う
か
。
「
干
」
は
、
「
孟
」
、
も
し
く
は
、
「
孟
」
の
省
画
で
あ
ろ
う
。
前

者
は
、
わ
ん
（
め
し
を
盛
る
わ
ん
、
水
飲
み
わ
ん
）
、
後
者
は
、
さ
ら
、
お
お
わ
ん
を
い

う
。
「
孟
」
は
、
漢
書
の
東
方
朔
伝
（
師
古
日
、
孟
、
食
器
也
）
、
史
記
の
滑
稽
伝
（
酒

一
孟
）
な
ど
に
も
み
え
る
が
、
江
陵
鳳
風
山
一
〇
号
漢
墓
木
蹟
に
「
小
干
（
孟
）
一

具
」
と
み
え
る
の
が
参
照
さ
れ
る
（
注
（
1
8
）
文
献
、
二
九
頁
）
。

　
　
ω
　
人
　
↓
㈱
　
騎

○
　
㊧
右
凡
卒
十
四
人
（
破
探
五
峨
）

○
　
口
四
両
其
一
両
載
婦
一
人
児
二
人
倶
入
塞
不
三
両
所
　
　
　
　
（
破
房
二
二
捌
）

○
　
官
史
三
人
　
／
　
士
吏
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
捌
）

　
侯
長
、
燧
長
、
燧
卒
、
官
吏
、
婦
、
児
な
ど
、
ま
た
、
騎
兵
を
数
え
て
い
る
。

○
　
□
□
□
□
居
延
都
尉
博
城
騎
千
人
　
行
丞
事
謂
官
写
移
書
到
務
如

　
　
大
守
府
牒
律
令
　
　
　
　
　
　
　
　
擦
博
兼
守
属
弘
書
佐
政
（
破
探
四
三
1
2
）

○
　
ロ
ロ
□
士
二
人
□
騎
士
十
六
人
見
八
十
五
人
隊
長
張
散
病
不
任
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
八
㎜
）

○
　
史
将
軍
発
売
騎
百
人
司
馬
新
君
将
度
后
三
日
到
居
延
居
延
流
民
亡
者
皆
已
得
1
1

　
　
度
今
発
遣
之
居
延
（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
鋤
B
）

　
　
引
　
　
牛

　
　
（
　
　
　
　
ー
ル
ー
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其
十
四
人
已
前
出
　
用
羊
葦
八
士
二
件

○
　
最
凡
吏
九
十
七
人
　
定
受
奉
八
士
二
人
　
交
銭
五
万
九
百
八
銭
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
緯
一
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
布
十
八
匹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
0
6
B
）

　
「
羊
章
」
は
ひ
っ
じ
の
な
め
し
皮
。
右
は
、
今
日
の
「
枚
」
に
近
い
用
法
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
両
　
↓
㈱
　
枚
、
鈎
　
領

　
単
位
（
金
銭
等
）
を
別
と
す
れ
ば
、
衣
料
、
は
き
も
の
、
荷
車
を
数
え
る
用
法
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
官
抱
一
領
甲
　
　
官
嚢
一
領
甲

○
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
官
襲
一
領
甲
　
　
官
給
一
両
在
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
1
2
）

○
　
口
自
言
貰
買
早
緒
一
両
直
九
百
臨
桐
隊
州
長
解
賀
所
已
収
得
戚
治
所
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
四
探
一
2
1
）

　
居
延
新
簡
に
も
、
前
に
同
様
戊
卒
の
衣
料
を
列
挙
し
た
リ
ス
ト
（
簡
）
が
多
く
み

ら
れ
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
抱
、
嚢
、
襲
な
ど
に
「
領
」
、
緒
、
揮
、
稟
履
な
ど

に
「
両
」
、
面
衣
、
帯
、
そ
の
他
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
、
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
「
緒
」
は
ズ
ボ
ン
状
の
下
衣
を
い
う
。
こ
れ
は
、
右
の
他
、
次
の
よ
う
な
形
で
み

え
て
お
り
、
こ
こ
に
「
両
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
緒
（
破
探
五
六
峨
、
同
五
八
7
3
）
　
　
口
緒
（
破
探
一
1
）
　
　
ロ
ロ
緒

　
　
　
（
破
探
五
七
㎜
）
　
　
早
給
（
破
探
五
9
2
、
同
五
一
峨
）
　
　
布
緒
（
破

　
　
　
探
五
一
鮒
、
同
五
二
醐
、
同
五
七
3
A
、
同
五
八
7
3
、
甲
四
探
二
u
）

　
　
　
白
布
緒
（
不
明
残
簡
1
4
）
　
　
復
緒
（
破
探
五
七
7
2
）
　
　
早
複
緒
（
破

　
　
　
探
五
九
5
1
）
　
　
早
復
．
緒
（
破
探
五
七
5
7
）
　
　
早
□
復
緒
（
甲
四
探
二

　
　
　
u
）
　
　
早
布
複
緯
（
破
房
一
九
1
2
）
　
　
早
布
復
袴
（
破
探
五
九
1
9
、
同

　
　
　
五
九
㈹
）
　
　
早
□
□
□
（
破
探
五
二
棚
）
　
　
布
復
緒
（
破
探
五
一
6
7
、

　
　
　
　
　
　
居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
同
五
八
1
9
）
　
　
白
布
単
袴
（
破
探
五
二
蜥
、
同
五
二
鵬
、
同
五
二
醐
）

　
　
　
　
□
布
緒
（
破
探
五
二
㎜
）
　
　
章
単
緒
（
破
探
五
二
峨
A
）
　
　
章
緒

　
　
　
（
破
探
五
一
獅
）
　
　
革
章
（
破
探
五
八
7
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
う

　
「
復
1
」
「
複
－
」
は
裏
付
き
の
も
の
、
「
単
　
」
「
禅
－
」
は
単
衣
の
も
の
、
「
早

布
」
は
黒
布
、
「
葦
」
は
皮
革
製
を
い
う
。

○
　
布
襲
一
領
－
　
布
復
緒
一
両
－

　
　
布
復
橋
一
領
－
　
布
揮
一
両
1
　
□
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
6
7
）

　
「
揮
」
は
下
ば
か
ま
。
「
布
ハ
揮
一
両
身
　
1
」
（
破
探
五
九
5
1
）
と
も
み
え
る
。

各
晶
目
の
下
に
「
1
」
「
口
」
「
レ
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、
受
領
者
の
サ
イ
ン
。

○
　
株
一
両
封
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
6
9
）

○
　
犬
皮
練
二
両
受
都
内
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
1
9
）

　
「
株
」
「
秣
」
は
足
袋
の
類
、
「
犬
－
」
は
官
発
の
狗
布
機
。
他
に
、
「
口
官
練
一

両
見
」
（
破
探
五
一
㎜
）
、
「
犬
練
二
両
」
（
破
探
五
二
棚
、
破
房
一
九
1
2
）
、
「
布
練
一

両
」
（
破
探
五
一
6
6
）
と
も
み
え
る
。

○
　
常
葦
一
両
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
蜥
）

　
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
常
葦
」
は
、
は
き
も
の
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前

後
に
、
犬
練
、
綻
績
、
綻
行
縢
が
位
置
す
る
。
他
に
一
例
、
「
常
葦
二
両
」
（
破
探
五

一
蜥
）
と
み
え
る
。
こ
れ
は
、
前
後
に
犬
練
、
棄
肥
が
位
置
す
る
。

○
　
棄
履
一
両
／
革
綻
二
両
／
棄
□
二
両
　
　
（
前
略
）
　
　
　
　
　
（
破
探
五
八
皿
）

○
　
革
綻
二
両
／
棄
履
一
両
　
　
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

　
「
棄
履
」
は
、
棄
糸
製
の
履
。
も
う
一
例
み
え
て
い
る
（
破
探
五
八
7
3
）
。
「
革
綻
」

　
か
く
て
い

は
革
輯
（
か
わ
ぐ
つ
）
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
棄
肥
一
両
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
棚
）

　
「
肥
」
は
「
非
（
わ
ら
ぐ
っ
）
」
に
同
じ
、
「
棄
肥
」
は
棄
糸
製
の
わ
ら
ぐ
っ
。
類



居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

20

例
は
二
例
み
え
て
い
る
（
破
探
五
九
㎝
、
破
房
一
九
1
2
）
。

○
　
白
単
履
一
両
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
明
残
簡
1
4
）

　
こ
れ
も
は
き
も
の
に
関
す
る
用
例
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
他
、
緒
や
は
き
も
の
の
類
を
数
え
た
か
と
み
ら
れ
る
「
両
」
の
用
例
が
拾
わ

れ
る
が
、
文
字
が
欠
け
て
い
て
使
用
で
き
な
い
（
破
探
五
一
他
、
同
五
二
棚
、
同
五

九
胴
、
な
ど
）
。

　
な
お
、
例
外
的
な
用
例
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
布
復
緒
一
領
レ
　
…
…
　
　
　
　
黄
布
禅
衣
一
領
母
　
□
□

○
　
〔
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茎

　
　
　
　
布
練
一
両
レ
　
　
繋
巾
一
枚
レ
　
黄
布
袴
一
枚
母
　
　
（
破
探
五
一
6
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
緒
に
対
し
、
「
領
」
「
枚
」
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
布
禅
緒
一
領
」
「
黄

　
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
）
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
）
〉

布
緒
一
枚
已
」
と
す
る
蹟
（
破
探
五
二
9
3
）
、
「
黄
単
緒
一
枚
已
　
白
章
緒
一
枚
已
」

と
す
る
蹟
（
破
探
五
二
9
4
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
混
用
例
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
「
黄
布
緒
」
な
ど
独
緒
の
仲
間
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
両
」
は
、
ま
た
、
荷
車
を
数
え
る
量
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

○
　
㊧
右
十
一
月
廿
七
日
詑
今
月
七
日
受
十
七
両
粟
大
石
四
百
二
十
五
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
0
1
2
）

○
　
入
粟
大
石
廿
五
石
　
車
一
両
　
　
居
撮
三
年
三
月
戊
申
口
　
　
　
（
破
探
七
1
0
）

　
粟
の
大
石
二
十
五
石
を
「
車
一
両
」
で
運
ぶ
規
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
居
擾
二
年

は
紀
元
八
年
、
前
漢
の
滅
ん
だ
年
で
あ
る
。

○
　
新
卒
仮
牛
車
十
五
両
皆
母
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
峨
）

○
　
牛
大
小
八
頭
大
車
一
両
皆
与
大
卿
令
為
子
息
之
又
子
煙
前
大
卿
奴
及
牛
廿
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
測
）

○
　
甲
渠
言
謹
験
問
尉
史
張
認
隊
州
長
張
宗

　
　
警
産
認
宗
各
有
大
車
一
両
用
牛
各
一
頭
余
以
使
相
□
　
　
　
　
（
破
房
二
二
梛
）

　
右
の
、
「
車
」
「
牛
車
」
「
大
車
」
は
牛
に
引
か
せ
た
荷
車
の
よ
う
だ
が
、
人
（
婦
⑧

児
）
を
載
せ
る
こ
と
も
あ
る
（
既
出
、
ω
「
人
」
の
第
四
例
）
。
車
に
「
両
」
を
用
い

た
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
省
く
（
破
探
一
四
5
、
同
四
三
m
、
同
四
三
m
、
同
四
三

㎜
、
同
四
九
5
3
A
、
同
五
0
5
7
、
同
五
一
蝸
A
、
同
五
二
醐
、
同
五
二
棚
、
同
五
三

3
5
、
同
五
六
醐
、
同
五
六
蝸
、
同
五
九
9
6
、
同
五
九
m
、
同
五
九
蜥
、
同
五
九
蝸
、

同
五
九
蝸
、
同
五
九
獅
、
同
五
九
湖
A
、
同
五
九
㎜
、
同
五
九
閉
、
同
六
五
獅
、
同

六
五
棚
、
同
六
五
螂
、
破
房
二
二
螂
、
同
二
二
醐
）
。

　
　
m
　
具

○
　
南
陽
某
車
父
武
後
第
十
七
車
　
　
（
以
上
為
第
一
欄
）

　
　
輪
一
具
挾
柔
福
七
斬
篶
福
一
折
　
佐
麦
完
／
代
軸
完
　
　
（
以
上
為
第
二
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
捌
）

　
右
は
、
車
輸
一
具
に
つ
い
て
の
折
傷
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
同
（
臨
之
）
燧
卒
魏
郡
内
黄
城
南
里
呉
故
　
　
　
責
故
臨
之
隠
長
藤
忘
三
石
布
1
1

　
　
嚢
一
曼
索
一
具
皆
癩
忘
得
不
可
得
忘
得
見
為
復
作
　
　
　
（
破
探
五
九
7
）

○
　
令
…
…
莱
積
一
具
直
　
　
始
建
国
天
鳳
一
年
六
月
乙
亥
操
常
付
不
侵
侯
長
講
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
5
0
）

〇
　
七
月
余
見
莱
積
六
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
閉
）

　
河
平
三
年
六
月
丙
寅
の
年
記
を
も
つ
蹟
に
「
□
一
具
付
接
」
と
み
え
る
が
（
破
探

五
二
㎜
）
、
状
況
か
ら
す
れ
ば
量
詞
の
そ
れ
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
　
㈹
　
券

〇
　
五
石
券
廿
二
券
□
□
口

　
　
三
石
券
十
四
券
□
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
幽
）

　
「
石
」
は
、
粟
、
務
程
、
豆
な
ど
を
計
量
す
る
容
積
の
単
位
で
あ
る
。
右
を
解
す

る
に
っ
い
て
は
、
次
が
参
照
さ
れ
る
。
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セ
～
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
（
ノ

○
入
粟
三
石
祷
百
九
又
壁
二
石
務
九
十
二
奇
一
石
　
（
後
略
）
　
（
破
探
五
六
㎜
）

　
こ
れ
は
、
粟
の
三
石
入
り
の
静
を
一
〇
九
ケ
、
魔
の
三
石
入
り
の
静
を
九
ニ
ケ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

と
の
意
で
あ
り
、
こ
σ
「
券
」
（
広
韻
、
霞
韻
去
声
一
先
韻
平
声
）
は
、
三
解
（
石
）
入

　
　
ふ
く
ろ

り
の
嚢
（
有
底
）
を
い
う
（
説
文
）
。
右
の
「
券
」
（
広
韻
、
願
韻
去
声
）
は
、
こ
の

「
祷
」
に
同
意
と
み
ら
れ
、
そ
の
用
例
は
、
穀
類
の
入
っ
た
五
石
入
り
の
祷
を
四
ニ

ケ
、
三
石
人
り
の
祷
を
一
四
ケ
、
云
々
と
解
さ
れ
る
。
静
に
は
、
五
石
入
り
の
も
の

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
先
の
居
延
簡
に
は
、
「
度
摩
一
祷
□
」
（
峨
⑧
8
）
、

「
口
粟
一
券
寄
粟
／
□
□
□
□
二
券
寄
粟
」
（
4
8
霜
1
2
B
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
側
　
剤
　
↓
帥
　
齊

　
　
ω
　
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
だ

　
布
白
巾
の
単
位
と
し
て
の
他
、
馬
、
桑
他
を
数
え
る
量
詞
と
し
て
用
い
る
。

○
　
城
北
隊
州
駅
馬
二
匹
　
母
鞍
勒
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
湖
）

○
　
廿
四
駅
馬
一
匹
騨
牡
左
劉
歯
八
歳
高
五
尺
八
寸
　
上
　
　
調
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
嶋
外
灰
堆
1
）

○
　
丹
騎
駅
馬
一
匹
馳
往
逆
辞
未
到
木
中
隊
州
里
所
胡
虜
四
歩
入
　
　
（
破
探
六
八
8
7
）

○
　
□
伝
馬
五
匹
　
／
始
建
国
五
年
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
搬
）

　
前
漢
時
代
に
は
、
伝
車
の
制
度
と
駅
騎
の
制
度
が
併
行
し
て
お
り
、
前
者
か
ら
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

者
へ
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
第
一
例
の
「
勒
」
は
衡
、
次
の
「
上
」
は
上

馬
、
「
調
習
」
は
調
教
済
み
の
意
、
第
四
例
の
「
伝
馬
」
は
伝
車
（
四
馬
、
二
馬
、
一

馬
で
引
く
）
を
引
く
馬
。
「
駅
馬
」
は
他
に
も
み
え
る
が
掲
出
を
省
く
（
破
探
四
三
㎜
、

破
房
二
二
蝸
）
。

○
　
出
粟
二
百
七
十
一
石
二
斗
　
摂
食
侯
長
候
史
私
馬
廿
匹
積
千
七
百
六
十
匹
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
7
8
）

○
　
□
野
馬
一
匹
出
珍
北
候
長
皆
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
三
1
4
）
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延
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簡
資
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○
　
菱
千
五
十
束
　
　
群
馬
七
四
食
　
　
忠
当
負
　
已
入
　
　
　
　
（
破
探
五
九
搬
）

○
　
借
馬
一
匹
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
醐
）

○
　
□
騎
馬
可
五
千
余
匹
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
㎝
）

　
右
に
「
私
馬
」
「
野
馬
」
「
群
馬
」
「
借
馬
」
「
騎
馬
」
と
み
え
る
例
を
引
い
た
が
、

馬
を
「
匹
」
で
数
え
る
例
は
他
に
も
あ
る
（
破
探
五
一
1
2
、
同
五
一
8
5
、
同
五
一
醐
、

同
五
一
脚
、
同
五
二
泌
、
同
五
二
螂
、
同
五
二
蝸
、
同
五
二
蜘
、
同
五
二
㎜
A
、
同

五
二
眺
、
同
五
二
㈱
、
同
五
三
湖
、
同
五
九
搬
、
同
五
九
棚
、
同
五
九
㎝
、
同
五
九

㎝
、
同
六
五
4
5
、
同
六
五
獅
、
同
六
八
9
9
、
破
房
ニ
ハ
4
8
、
同
二
二
螂
、
同
二
二
搬
、

同
二
二
㈱
、
不
明
残
簡
1
2
）
。

○
　
百
騎
亭
但
馬
百
余
匹
桑
他
四
十
五
匹
皆
備
賀
併
塞
来
南
幡
　
　
（
破
房
ニ
ハ
4
8
）

　
　
ら
く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
「
桑
他
」
は
、
後
に
、
「
頭
」
を
も
っ
て
数
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
ω
　
区

○
　
輯
汗
里
九
百
万
年
　
宅
一
区
母
門
離
決
長
十
歩
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
4
0
）

　
先
に
も
、
侯
長
礼
忠
の
屋
敷
を
「
宅
一
区
万
」
（
3
7
⑧
3
5
）
と
す
る
例
が
あ
っ
た
。

　
　
⑫
　
巻

○
　
□
□
日
昌
言
変
事
自
書
所
言
一
巻
已
覆
而
休
言
未
満
半
日
　
　
（
破
探
五
二
4
7
）

　
木
簡
を
編
ん
だ
冊
書
の
一
巻
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑯
　
合

　
し
　
　
ち
く
ぺ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぷ
　
　
ぷ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
う
す

　
笥
（
竹
蔑
を
編
ん
で
作
る
被
せ
蓋
を
も
つ
箱
）
、
小
樽
、
磧
を
数
え
る
。

　
　
　
　
　
笥
一
合

　
　
　
　
　
小
樽
一
合
　
小
繋
十
三
枚

○
　
口
枚
　
　
　
　
　
　
案
三
枚
　
　
□

　
　
　
　
　
小
杯
三
枚
　
舗
比
一
枚

　
　
　
　
　
中
築
三
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
1
5
）
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簡
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○
大
笥
一
合
直
千
一
石
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
1
1
）

　
笥
⑧
大
笥
の
例
は
、
他
に
二
例
み
え
て
い
る
（
破
探
四
三
1
6
、
破
房
二
二
2
4
）
。

○
　
受
六
月
余
石
確
二
合
完
　
　
母
出
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
（
破
探
五
一
9
0
）

　
先
の
永
元
の
冊
書
、
「
兵
釜
碍
簿
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　
次
の
二
例
は
意
味
不
明
の
も
の
だ
が
、
念
の
た
め
に
引
い
て
お
く
。

○
　
口
□
□
記
一
合
激
須
以
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
〇
峨
）

○
　
口
□
一
両
　
　
小
随
一
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎜
）

　
　
ω
　
嚢
　
↓
㈱
　
桑

　
　
⑯
　
囲
　
↓
㈱
　
章

　
　
⑤
　
　
ユ
」

　
　
①
　
　
圭
少

　
封
印
を
し
た
郵
便
物
を
数
え
る
。
そ
の
往
来
、
受
発
の
記
録
が
重
視
さ
れ
た
た
め
、

用
例
は
多
い
方
で
あ
る
が
、
一
部
だ
け
を
掲
げ
て
他
は
省
く
。

○
　
書
三
封
激
一
　
　
其
一
封
居
延
都
尉
章
　
　
一
封
孫
根
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
封
広
地
候
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
為
第
一
欄
）

　
　
十
二
月
丁
丑
擦
博
奏
発
　
　
　
　
　
　
（
以
上
為
第
二
欄
）
　
（
破
探
五
一
8
1
）

○
　
北
書
一
封
輔
平
連
率
章
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
〇
㎜
）

○
　
南
書
一
封
居
延
都
尉
章
レ
　
　
詣
張
抜
大
守
府
　
　
口
　
　
（
破
探
五
一
跳
）

○
口
北
行
詔
書
一
封
　
封
破
口
□
口
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
七
3
1
）

○
　
柑
井
関
守
丞
匡
撤
一
封
詣
府
十
一
月
壬
唇
言
居
延
都
田
音
夫
丁
宮
禄
福
男
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
㎜
）

　
「
北
書
」
「
南
書
」
「
北
行
」
（
ま
た
、
「
南
行
」
）
と
は
、
北
方
向
け
、
ま
た
、
南
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

向
け
の
郵
便
物
（
封
書
）
の
こ
と
。
「
詣
」
は
至
る
、
「
激
」
は
緊
急
報
告
書
。

　
　
㎝
　
張

○
弩
一
張
力
十
二
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
閉
A
）

　
い
し
ゆ
み

　
「
弩
」
の
強
さ
は
「
石
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

　
　
⑱
　
所

○
　
㊧
最
倉
三
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
7
8
）

○
　
以
書
言
会
月
二
日
㊧
謹
案
部
隊
州
六
所
吏
七
人
卒
廿
四
人
母
犯
四
時
禁
者
謁
報

　
　
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎜
）

　
右
は
、
倉
（
建
築
物
）
、
隊
州
の
数
を
示
し
た
も
の
で
、
類
例
は
他
に
も
あ
る
（
倉
－

破
探
五
八
8
1
、
隊
州
－
破
探
四
三
m
、
同
五
0
3
4
、
同
五
二
棚
、
破
房
二
二
棚
）
。

○
　
第
十
七
部
菱
万
東
　
十
所
　
（
以
上
第
一
欄
、
第
二
欄
は
省
く
）
　
（
破
探
五
一
9
1
）

　
　
　
　
ま
ぐ
さ

　
こ
れ
は
、
菱
を
備
蓄
し
た
場
所
（
施
設
か
）
を
数
え
る
。

○
　
口
…
…
一
所
刺
腹
一
所
尊
撃
口
□
□
右
脅
一
所
凡
□
□
□
□
（
破
探
四
三
㎜
）

○
　
〔
□
一
所
広
二
寸
菱
六
寸
／
左
腎
二
所
皆
広
二
寸
長
六
寸
又
手
中
創
二
所
皆
1
1

　
　
広
半
寸
長
三
寸
／
　
　
㊥
右
腎
二
所
其
一
口
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
脳
）

○
　
頭
四
所
其
一
所
創
表
三
寸
三
所
創
菱
二
寸
半
皆
広
三
分
深
至
骨
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
八
峨
）

　
右
は
・
戦
闘
に
よ
っ
て
身
体
に
被
っ
た
創
傷
の
数
を
い
う
・
「
勢
」
は
艮
さ
・
そ

れ
ぞ
れ
に
詳
細
で
あ
り
、
用
例
数
も
多
い
（
他
に
、
破
探
五
九
㎜
、
同
六
五
仙
、
同

六
八
2
0
、
同
六
八
2
5
、
同
六
八
m
、
甲
四
探
二
6
1
）
。

○
　
口
□
歯
十
六
歳
項
上
有
□
一
所
　
口
□
口
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
捌
）

　
こ
れ
は
十
六
歳
の
人
物
（
あ
る
い
は
、
捕
虜
か
）
の
身
体
的
特
徴
を
記
し
た
も
の
ら

し
い
。

　
以
上
の
他
、
量
詞
の
よ
う
だ
が
前
後
不
詳
の
例
も
あ
る
（
破
探
四
三
3
⑧
㎜
）
。

　
　
⑭
　
日

O
　
㊧
告
尊
省
卒
作
十
日
軌
休
一
日
干
独
不
休
尊
何
解
□
口
　
　
　
（
破
探
五
九
鮒
）

○
　
口
□
往
来
五
日
還
到
薩
衛
過
私
留
第
五
麗
口
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎝
）
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○
　
口
量
食
往
来
一
三
日
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎝
）

　
労
働
、
休
暇
の
日
数
、
往
来
に
要
し
た
日
数
な
ど
を
数
え
る
。

　
　
c
⑭
　
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぐ
さ

　
用
例
は
多
い
。
就
中
、
「
菱
」
の
束
数
を
い
う
例
が
多
い
、
菱
は
、
馬
⑧
牛
の
飼

料
、
ま
た
、
暖
房
の
料
、
芭
火
の
着
火
の
料
と
さ
れ
た
干
し
草
（
乾
窮
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
菱
十
束

○
　
］
□
府
卿
出
菱
簿
　
出
菱
十
束
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
麦
十
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
1
9
）

O
　
□
有
官
　
梢
入
菱
二
千
七
百
束
尉
駿
買
二
千
束
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
…
川
）

　
官
倉
に
は
「
交
出
入
簿
」
が
備
え
ら
れ
、
そ
の
「
出
」
「
入
」
は
厳
重
に
管
理
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
出
、
入
に
関
す
る
簡
も
多
い
（
破
探
七
1
8
、
同
五
一
9
1
、

同
五
一
脳
、
同
五
二
鋤
、
同
五
二
眺
、
同
五
二
舳
、
同
五
二
㎜
、
同
五
九
独
、
同
五

九
蜥
、
な
ど
）
。

○
　
口
伐
菱
四
十
束
又
十
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
汕
）

○
　
買
斧
各
一
到
　
　
（
中
略
）
㊧
高
沙
菱
五
千
九
百
河
南
菱
二
万
一
千
八
百
一
十
1
－

　
　
五
束
／
㊧
凡
批
三
両
（
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
鵬
A
）

　
菱
は
、
現
地
の
伐
採
作
業
に
よ
り
、
ま
た
、
売
買
に
よ
り
入
手
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
他
に
も
菱
を
「
束
」
で
数
え
た
例
は
多
い
。
（
破
探
四
0
6
A
、
同
五
一

螂
、
同
五
一
脳
、
同
五
二
8
5
、
同
五
二
㎎
A
、
同
五
二
㎜
、
同
五
六
㎜
、
同
五
九
棚
、

同
五
九
㎝
、
破
房
二
二
岬
B
）
。
菱
は
、
ま
ず
、
馬
の
飼
料
と
さ
れ
た
ら
し
い
。

○
　
口
酊
□
□
□
駅
馬
伐
菱
所
三
千
刺
母
出
七
月
晦
（
淋
脚
副
樹
）
（
破
探
二
二
岬
D
）

○
　
出
菱
廿
束
　
　
潤
月
乙
卯
以
食
送
使
者
叶
君
柱
馬
八
匹
壱
宿
南
（
破
探
五
一
8
5
）

　
　
　
主
馬
十
四
匹
四
日
珍
北
卒
馬
十
四
匹
一
宿
去
薬
馬
八
束
半

○
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
主
馬
四
匹
三
日
薬
馬
八
束
半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
蝸
）

○○○○
次
に
は
「
菱
」
字
を
欠
く
が
、
や
は
り
、
こ
れ
を
牛
に
も
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
口
□
七
束
食
官
牛
　
庚
子
卒
孫
赦
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
湖
）

次
に
は
「
牛
」
字
を
欠
く
が
、
「
頭
」
と
あ
る
か
ら
牛
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
十
束
直
八
十
五
子
音
取
銭
□

　
凡
□
□
百
廿
一
頭
　
　
出
七
東
張
紀
実
銭
寸
魏
子
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
三
束
直
廿
七
銭
未
□
　
　
　
　
（
破
探
五
〇
㎜
B
）

　
口
…
…
枚
　
　
　
登
取
」
束
／
口
…
…
一
束
直
七
十
八
／
口
…
…
又
五
十
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
四
探
一
2
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ら

「
束
」
は
、
菱
の
他
、
韮
、
蒲
、
葦
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　
口
卒
宗
取
韮
十
六
束
其
三
束
為
中
舎
二
束
接
舎
十
一
束
卒
史
車
父
復
来
／
口
二

　
石
唯
操
分
別
知
有
余
不
足
者
園
不
復
水
出
□
多
恐
乏
今
有
（
破
探
五
一
鋤
A
）

○
　
□
□
東
㊧
凡
得
蒲
四
百
五
十
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
5
7
）

○
　
□
□
□
侯
長
張
揮
　
　
伐
蒲
三
十
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
一
人
省
積
菱
塚
嶋
不
徐

○
　
第
皿
川
六
麗
長
侯
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
人
見
　
　
　
　
見
葦
三
百
束
　
　
　
（
破
探
五
六
m
）

　
以
上
の
他
、
束
数
を
示
す
「
束
」
字
の
み
え
る
簡
は
多
い
が
、
何
を
数
え
た
も
の

か
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
（
破
探
四
0
9
1
、
同
四
〇
…
一
、
同
四
四
u
B
、

同
四
八
1
8
A
、
同
五
〇
獅
、
同
五
一
独
、
同
五
一
鋤
B
、
同
五
一
醐
、
同
五
一
幽
、

同
五
一
冊
、
同
五
二
3
5
、
同
五
二
7
9
、
同
五
二
醐
、
同
五
六
㎜
、
同
五
九
棚
、
同
六

五
7
8
、
同
六
五
㎜
、
破
房
二
二
胴
A
）
。

　
　
帥
　
杯

○

口
□
□
酒
一
杯
飲
大
如
鶏
子
已
飲
樽
衣
□
□

「
－
酒
」
を
器
に
一
杯
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
「
大
如
鶏
子
」

㈲
　
枚
　
↓
的
　
隻

　
　
（
破
探
五
三
則
）

と
は
そ
の
量
か
。

居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
「
枚
」
は
、
漢
代
、
さ
ら
に
は
南
北
朝
時
代
に
至
っ
て
広
く
用
い
ら
れ
、
最
も
す

ぐ
れ
た
適
応
力
を
も
っ
量
詞
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
居
延
新
簡
に
も
用
例
は
多
い
。
以

下
に
は
、
建
築
関
係
、
衣
料
関
係
、
日
用
器
物
関
係
、
生
産
⑧
交
通
器
材
関
係
、
貨

幣
、
文
具
⑧
武
器
関
係
、
食
料
関
係
の
順
に
用
例
を
み
て
い
く
。

○
　
尉
史
並
白
／
教
問
木
大
小
貿
謹
問
木
大
四
葦
長
三
丈
章
七
十
長
二
丈
五
尺
章
1
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌻
＞
）
　
　
し

　
　
五
十
五
㊧
三
葦
木
長
三
丈
枚
百
六
十
橡
木
長
三
丈
枚
百
長
／
二
丈
五
尺
枚
八
十
1
1

　
　
揖
積
粟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
五
㎜
）

　
右
は
、
実
は
量
詞
と
し
て
の
用
法
に
は
な
い
。
「
（
　
部
の
）
長
…
…
、
枚
（
枚
数
）

…
…
」
と
あ
る
も
の
で
、
従
っ
て
、
「
枚
」
は
名
詞
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

用
材
の
形
体
、
数
量
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
量
詞
「
枚
」
の
意
味
に
近
い
。

○
　
床
二
　
／
其
ニ
ハ
尺
　
／
一
八
尺
板
三
枚
　
／
見
　
　
　
　
　
（
破
探
六
8
2
）

○
　
口
　
与
此
袷
柱
百
五
十
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
〇
醐
）

　
　
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
「
袷
」
は
、
偵
察
用
施
設
で
、
こ
れ
に
索
を
懸
け
て
侵
入
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

居
延
簡
に
も
「
袷
柱
四
枚
其
二
小
　
　
（
後
略
）
」
（
6
8
⑧
9
5
）
と
み
え
る
。

○
　
八
尺
財
用
五
百
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
（
破
探
五
二
峨
）

　
右
も
用
材
を
数
え
た
も
の
か
と
み
ら
れ
る
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

○　○○○

（
前
略
）
布
練
一
両
レ
　
　
繋
巾
一
枚
レ
　
　
黄
布
緒
一
枚
母
（
破
探
五
一
6
6
）

（
前
略
）
早
布
□
一
　
　
□
□
三
枚
　
　
…
…
　
／
　
布
単
早
衣
一
　
布
単
H

□
口
　
　
布
襲
一
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
捌
）

〔
穣
邑
西
里
張
賢
　
　
見
　
／
□
復
□
一
領
　
　
□
□
□
一
両
／
白
布
禅
一
1
1

領
母
面
衣
一
枚
レ
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
□
□
□
□
領
四
月
甲
午
1
－

同
麗
卒
呂
為
取
桑
　
／
行
勝
一
枚
已
　
　
　
口
（
以
上
為
第
二
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
9
2
）

〔
穣
邑
西
里
張
鎮
　
　
見
　
／
早
□
　
一
領
　
　
　
□
口
一
枚
／
布
禅
楡
一
1
－

　
　
領
　
　
布
練
一
両
レ
／
布
禅
緒
一
領
レ
　
　
行
勝
二
枚
口
（
以
上
為
第
一
欄
）

　
　
／
□
□
□
一
枚
　
□
一
枚
　
　
　
銭
七
百
／
縞
練
一
両
レ
　
黄
布
1
－

　
　
禅
衣
一
領
已
／
　
　
　
黄
布
袴
一
枚
已
（
以
上
為
第
二
欄
）
　
（
破
探
五
二
9
3
）

○
　
〔
穣
邑
長
安
里
房
□
　
　
見
　
／
白
布
単
衣
一
領
レ
　
面
衣
一
枚
／
白
布
単
1
1

　
　
□
一
領
レ
　
白
布
株
二
両
レ
／
白
布
単
二
枚
レ
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
黄
単
1
－

　
　
緒
一
枚
已
／
白
葦
緒
一
枚
已
／
行
勝
噴
二
枚
已
（
以
上
為
第
二
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
9
4
）

○
　
白
練
複
大
襲
一
領
　
　
白
布
単
緒
一
両
／
繧
複
揺
一
領
　
　
　
白
素
帯
二
枚

　
　
白
布
単
橋
一
領
　
　
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
㎜
）

　
右
は
、
多
く
戊
卒
の
衣
料
リ
ス
ト
で
あ
る
。
用
例
文
の
中
に
「
見
」
「
レ
」
「
口
」

な
ど
の
符
号
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
の
別
筆
で
、
受
領
者
の
サ
イ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ

「
紫
巾
」
は
、
わ
た
帽
子
（
「
繋
」
は
、
わ
た
、
わ
た
い
れ
）
、
「
面
衣
」
は
、
戊
卒
ら
が

寒
を
防
ぐ
た
め
に
面
を
蔽
う
も
の
（
他
に
も
う
一
例
み
え
て
い
る
、
破
探
五
二
鵬
）
、
「
行

勝
」
は
、
む
か
ば
き
（
行
縢
）
、
き
ゃ
は
ん
の
類
で
あ
ろ
う
か
、
「
噴
」
は
、
頭
巾
、

か
ん
む
り
下
、
の
意
。
袴
の
類
に
「
枚
」
、
ま
た
、
「
領
」
を
用
い
た
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
例
外
的
用
法
で
あ
る
（
「
両
」
「
領
」
参
照
）
。

○
　
第
柑
二
隊
卒
鄭
邑
聚
里
趨
誼
　
　
自
言
十
月
中
貰
費
糸
紫
二
枚
直
三
百
居
延
1
1

　
　
昌
里
徐
子
放
所
　
　
已
入
二
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
鵬
）

○
　
口
豊
責
居
延
男
子
張
君
孫
嚢
紫
一
枚
直
亘
二
十
五
入
三
十
五
（
破
探
五
九
3
8
）

○
　
尉
史
李
崇
　
　
十
月
禄
大
黄
布
十
三
枚
　
　
十
二
月
辛
未
自
取
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎜
）

○
　
㊧
右
呑
遠
部
士
吏
以
下
吏
九
人
用
大
黄
布
百
一
十
黍
枚
　
今
（
破
探
五
九
泌
）

　
士
吏
、
尉
史
、
侯
史
、
燧
長
な
ど
の
十
月
の
禄
は
「
大
黄
布
十
三
枚
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
十
二
月
（
ま
た
は
、
翌
正
月
）
に
、
候
長
、
ま
た
は
、
本
人
が
受
領
し
て
い
る
。



25

こ
の
破
域
子
探
方
五
九
か
ら
は
、
同
様
の
簡
が
延
三
十
一
枚
も
出
土
し
て
い
て
特
異

で
あ
る
が
、
破
域
子
房
屋
二
二
か
ら
も
一
点
（
獅
）
出
土
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
口
鋳
庭
隊
州
卒
済
陰
寿
貴
里
牟
賓
　
羊
葦
七
枚
口
　
　
　
　
　
（
破
探
四
〇
㎜
）

○
　
第
柑
六
隊
州
卒
礫
得
敬
老
里
超
同
　
羊
葦
七
枚
　
口
　
　
　
　
（
破
探
六
五
鋤
）

○
　
少
八
歳
恩
以
大
車
半
測
軸
一
直
万
銭
羊
章
一
枚
為
桑
直
三
千
大
笥
一
合
直
千
H

　
　
一
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
u
）

○
　
礫
得
費
魚
尽
銭
少
因
責
黒
牛
井
以
銭
柑
二
万
付
粟
君
妻
業
少
八
万
恩
以
大
車
1
－

　
　
半
構
軸
一
直
万
銭
羊
章
一
枚
為
桑
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
2
4
）

　
「
羊
葦
」
は
、
羊
の
な
め
し
皮
。
衣
料
晶
類
の
材
料
で
あ
ろ
う
か
。
「
七
枚
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
ろ

は
、
何
か
の
意
味
が
あ
ろ
う
か
。
後
二
例
は
、
桑
に
作
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
二

例
は
、
建
武
三
年
（
紀
元
二
七
年
）
十
二
月
、
甲
渠
候
の
粟
君
と
民
の
憲
恩
と
の
間

に
お
け
る
訴
訟
書
類
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
（
前
稿
参
照
）
。

○
　
盾
五
枚
　
　
直
廿
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
㎜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
づ
き

　
日
用
什
物
と
し
て
の
盾
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
「
合
」
の
条
に
は
、
小
繋
、
中
般
木
、

小
杯
、
舗
比
な
ど
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
破
探
五
1
5
）
。

○
　
次
呑
隊
州
卒
高
当
四
月
乙
酉
入
橋
一
破
耳
／
伐
胡
隊
州
卒
任
林
橋
；
尤
／
第
七
卒
1
1

　
　
漏
忘
橋
一
完
／
（
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎜
A
）

〇
　
四
月
乙
酉
省
卒
作
署
所
入
橋
凡
七
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎜
B
）

　
前
者
は
、
二
欄
に
わ
た
っ
て
橋
の
破
⑧
完
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
橋
」
は
耕

　
　
　
　
さ
ふ

作
具
で
、
「
錆
」
に
通
じ
て
す
き
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
そ
れ
ら
を
集
計

し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
「
枚
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

○
　
第
柑
二
卒
王
弘
車
父
／
新
野
第
四
車
　
　
／
木
十
五
枚
　
付
弘
軸
一
／
棄
三
1
1

　
　
□
／
□
六
枚
／
箱
棄
車
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
七
6
0
）

○
　
大
竹
一
　
　
車
甚
什
竹
長
者
六
枚
反
苛
三
枚
車
蕃
短
竹
三
十
枚
（
破
探
四
0
1
6
）

　
　
　
　
　
　
居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
右
二
例
は
、
車
に
関
す
る
用
材
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
葎
」
は
、
し
き

む
し
ろ
の
類
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
竹
は
、
丸
い
竹
、
割
竹
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
去
盧
一
直
六
百
樋
索
二
枚
直
千
皆
置
業
車
上
（
前
後
略
）
　
　
（
破
房
二
二
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
に
ゅ
う

　
類
似
例
が
も
う
一
例
あ
る
が
、
「
縫
索
」
に
ゼ
「
走
」
が
な
い
（
破
房
二
二
2
5
）
。

去
盧
は
、
竹
か
柳
を
編
ん
で
作
っ
た
食
器
ら
し
い
が
、
構
索
に
つ
い
て
は
未
詳
。

○
　
馬
泉
三
百
五
十
枚
雇
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
一
七
3
6
A
）

○
　
枚
練
素
上
貿
一
匹
直
小
泉
七
百
枚
其
馬
牛
各
（
後
略
）
　
　
　
（
破
探
五
九
蝸
）

　
小
泉
は
、
新
の
王
葬
の
鋳
造
し
た
銭
の
一
種
で
あ
る
。

○
　
萬
噺
板
十
四
椥
第
十
三
隊
州
所
反
板
十
五
椥
㊧
凡
目
守
板
七
十
椥
謹
遣
第
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
七
5
1
）

　
こ
の
板
は
、
合
板
激
（
板
激
）
を
い
う
。
長
さ
二
三
セ
ン
チ
前
後
、
幅
四
⑧
五
セ

ン
チ
く
ら
い
、
厚
さ
○
⑧
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
板
二
枚
を
相
合
し
て
密
封
す
る
書
版

で
、
重
要
な
緊
急
文
書
に
用
い
る
。

○
　
甲
溝
　
／
白
素
三
匹
未
入
　
　
　
縄
少
九
十
五
斤
／
縁
二
丈
未
入
／
葉
少
黍
1
－

　
　
枚
／
緒
繋
一
斤
三
両
未
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
鋤
）

　
四
行
目
冒
頭
は
、
文
献
C
の
図
版
に
「
簗
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
膵
英
群
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
ぜ
ん
・
さ
ん

は
「
粟
」
字
と
翻
字
し
、
蹟
（
書
蹟
）
の
未
記
入
の
も
の
と
す
る
。
「
粟
」
に
は
、

ふ
だ
、
書
版
、
文
字
を
記
す
木
札
、
手
紙
、
奏
状
、
文
書
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。

○
　
両
行
百
札
二
百
縄
十
枚
／
建
昭
二
年
二
月
癸
酉
尉
史
□
付
第
廿
五
隊
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
胴
A
）

　
「
両
行
」
は
、
二
行
書
き
用
の
木
簡
、
幅
二
⑧
五
セ
ン
チ
、
「
札
」
は
、
　
一
行
書

き
用
の
そ
れ
、
「
縄
」
は
、
こ
れ
ら
を
編
成
し
て
冊
書
と
す
る
に
用
い
る
麻
紐
。
建

昭
二
年
は
紀
元
前
三
七
年
。

○
　
第
三
十
五
隊
州
長
孟
政
編
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
棚
）
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
あ
る
い
は
、
簡
で
編
成
さ
れ
た
簿
籍
の
類
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
○
　
口
隊
州
輸
芭
十
枚
会
己
亥
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㈱
A
）

　
　
　
き
ょ

　
　
「
菖
」
は
、
葦
を
東
ね
て
作
る
た
い
ま
つ
。
峰
の
夜
間
用
の
信
号
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
■
＊

　
○
　
］
官
箭
二
百
枚
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
6
7
）

　
○
　
立
等
逐
捕
到
憲
治
所
不
能
及
験
問
隊
州
長
王
辞
日
憲
帯
剣
持
官
弩
一
箭
十
一
枚
1
1

　
　
　
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
八
2
6
A
）

　
○
　
長
六
寸
深
至
骨
憲
帯
剣
持
官
六
石
具
弩
一
稟
矢
銅
鍛
十
一
枚
持
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
八
2
1
）

　
○
　
第
七
隊
州
長
徐
循
　
　
今
年
四
月
中
休
□
持
隊
州
六
石
具
弩
一
稟
矢
銅
鍛
廿
枚
廼
1
1

　
　
　
六
月
一
日
胡
虜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
螂
）

　
　
右
四
例
は
、
箭
、
稟
矢
銅
鍛
を
数
え
た
も
の
。
第
一
例
は
、
封
泥
厘
槽
（
＊
印
）

　
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
二
百
本
の
官
箭
を
く
く
っ
た
束
に
付
さ
れ
た
検
の
類
で
あ
ろ

　
う
か
。
「
稟
矢
銅
鍛
」
は
、
銅
製
の
や
じ
り
を
着
し
た
長
い
矢
。

　
　
　
　
　
　
　
弦
三
十
枚
　
稟
矢
二
千
黍
百
見
千
九
百

　
○
　
万
歳
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
虫
矢
千
二
百
口
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
二
二
蝸
）

　
　
右
は
、
弓
弦
を
数
え
た
も
の
。
こ
れ
と
同
様
の
構
文
は
以
下
に
九
例
（
簡
）
み
え

　
て
い
る
が
、
「
枚
」
字
を
伴
わ
な
い
。
草
稿
の
た
め
か
。
「
亡
虫
矢
」
は
短
い
矢
。

　
○
　
剣
一
枚
閣
・
　
　
布
襲
一
衣
／
章
鳥
一
閣
・
　
（
前
後
略
）
　
（
破
探
五
六
8
6
）

　
○
　
口
　
／
　
斧
十
四
枚
／
拘
十
枚
／
築
十
五
枚
／
許
卿
□
□
□
（
破
探
五
二
脳
）

　
○
　
口
　
／
　
告
侯
官
隊
州
□
／
伝
斧
一
枚
詣
口
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
㎜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
斧
は
日
用
必
需
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
「
築
」
は
「
将
軍
器
記
」
の
中
に
も
み

　
え
る
の
で
（
居
延
簡
、
棚
爾
1
、
螂
⑧
2
）
、
一
応
、
こ
こ
に
置
い
た
。

、
○
　
子
陽
車
大
穿
鉦
一
子
陽
欲
得
魚
数
什
一
諦
自
詳
之
葦
席
四
枚
魚
皆
中
数
大
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
四
6
A
）

○
　
；
二
月
二
十
六
日
出
席
簿
　
／
出
戚
中
六
尺
十
枚
／
㊥
凡
六
尺
二
十
枚
／
出
1
－

　
　
減
中
延
十
五
枚
／
又
新
□
下
六
尺
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
7
4
）

　
前
者
は
「
葦
席
」
を
数
え
る
。
後
者
は
、
席
の
出
納
簿
中
の
用
例
で
あ
る
。

○
　
口
鶏
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
二
3
1
）

○
　
最
凡
鶏
九
十
枚
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
1
3
）

○
　
肉
皿
川
斤
凡
三
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
嶋
内
3
0
）

　
「
九
十
枚
」
と
い
う
数
字
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
生
き
た
鶏
の
よ
う
で
あ
り
、

「
肉
」
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
食
肉
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
で
は
、
魚
は
「
頭
」
で
数
え

る
。　

本
資
料
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
例
は
多
く
、
用

法
も
広
い
が
、
こ
の
他
、
用
法
の
定
か
で
な
い
例
も
あ
る

○
　
梨
□
廿
枚
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
1
8
B
）

　
こ
の
簡
に
は
、
も
う
一
例
「
栗
廿
椥
」
と
み
え
る
（
醜
肌
ボ
砿
鰍
卿
の
）
。
侯
燧
の

常
備
晶
の
一
っ
ら
し
い
が
、
ど
ん
な
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
次
も
同
様
で
あ
る
。

○
　
口
物
牛
頭
検
入
一
枚
著
検
口
　
　
（
「
入
」
字
以
下
後
筆
）
　
　
　
（
破
探
六
五
蜥
）

○
　
□
小
□
二
百
枚
未
取
諸
部
有
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
㎜
）

○
　
口
九
十
二
枚
枚
五
泉
直
三
百
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
〇
㎜
）

○
　
口
枚
枚
八
銭
直
千
二
百
一
十
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
五
一
…
）

○
　
口
二
千
枚
人
力
少
激
有
書
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
醐
）

　
右
四
例
な
ど
は
推
測
も
で
き
る
が
、
「
□
五
枚
口
」
（
破
探
五
一
7
5
）
の
よ
う
な
場

合
は
全
く
不
明
で
あ
る
（
他
、
破
探
五
〇
㎜
A
、
同
五
九
㎜
、
甲
四
探
一
2
0
）
。

　
　
㈱
　
桑

○
　
口
費
繁
三
桑
直
百
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
蛆
）

　
難
は
・
「
嚢
五
十
銭
で
売
買
さ
れ
た
ら
し
い
・
先
に
は
・
粟
を
入
れ
る
券
（
静
）
＼
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羊
葦
の
嚢
な
ど
が
み
え
て
い
た
が
、
「
霞
右
南
陽
私
衣
物
棄
百
一
十
一
」
（
破
探
五
二

8
4
）
か
ら
し
て
、
衣
料
や
繁
な
ど
も
桑
に
入
れ
て
持
ち
運
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
　
鋤
　
歳

○
　
口
□
歯
十
六
歳
項
上
有
□
一
所
　
□
□
□
　
　
　
　
（
破
探
二
二
剛
）
（
既
出
）

○
　
廿
四
駅
馬
一
匹
騨
牡
左
劉
歯
八
歳
高
五
尺
八
寸
　
上
　
　
調
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
鳩
外
灰
堆
1
）
（
既
出
）

O
　
□
神
爵
三
年
功
労
中
労
二
歳
十
一
月
七
日
校
口
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
6
0
）

　
人
、
馬
の
年
齢
、
勤
務
年
数
な
ど
に
「
歳
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　
㈲
　
牒

　
文
字
を
書
い
た
竹
⑧
木
簡
、
ま
た
、
文
章
を
数
え
る
（
注
（
1
8
）
参
照
）
。
段
注
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

文
に
、
「
按
厚
者
為
蹟
薄
者
為
牒
」
と
あ
る
が
、
今
の
場
合
、
そ
の
厚
薄
と
は
関
わ

り
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

○
　
口
□
□
日
謹
案
其
一
牒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
蜥
）

○
　
㊧
移
校
簿
十
牒
言
府
会
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
m
）

○
　
目
右
一
牒
屋
蘭
民
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
嶋
内
㎜
）

○
　
口
□
自
言
責
隊
州
長
孫
宗
等
衣
物
銭
凡
八
牒
直
銭
五
千
一
百
謹
収
得
（
前
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
m
）

〇
十
四
牒
直
万
七
千
四
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
捌
）

　
右
二
例
は
、
衣
物
璽
銭
そ
れ
ぞ
れ
一
点
を
一
牒
に
書
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

○
　
］
尉
二
人
人
一
牒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
胴
）

○
　
牒
書
吏
遷
庁
免
給
事
補
者
四
人
二
（
人
）
一
劇
／
建
武
五
年
八
月
甲
辰
朔
丙
午
居
1
－

　
　
延
令
　
丞
審
告
尉
謂
郷
移
甲
渠
候
官
聴
書
従
事
如
律
令
　
　
（
破
房
二
二
5
6
A
）

　
　
的
　
発

○
　
第
八
隊
攻
侯
郭
君
与
主
官
謹
等
格
射
各
十
余
発
虜
復
従
塞
　
　
（
破
房
一
六
4
7
）

　
　
　
　
　
　
居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
「
発
」
は
、
漢
代
に
は
集
体
量
詞
と
し
て
矢
の
十
二
本
、
ま
た
は
、
四
本
を
意
味

　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ト
（
工
O
）

す
る
と
さ
れ
る
。
岡
田
挺
之
著
『
物
数
称
謂
』
に
、
「
漢
書
十
二
矢
為
二
一
発
一
」
と

す
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
古
注
の
一
部
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。

　
本
資
料
に
は
、
「
居
延
甲
渠
侯
官
第
廿
七
隊
州
長
士
伍
李
宮
　
建
昭
四
年
以
令
秋
射

発
矢
十
二
中
帯
矢
六
当
…
…
」
（
破
探
五
二
9
5
）
と
み
え
る
条
が
あ
る
。
功
令
に
よ

り
、
毎
年
秋
、
各
候
で
候
長
、
士
吏
、
燦
燧
長
等
の
皆
で
弓
射
の
試
験
が
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

各
十
二
矢
を
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
十
二
矢
と
は
、
三
次
に
わ
た
り
各
四
矢

を
発
す
る
も
の
で
あ
り
（
儀
礼
）
、
先
の
居
延
簡
に
も
同
趣
の
木
簡
が
み
え
て
い
る

（
3
4
⑧
1
3
，
4
5
⑧
1
3
，
4
5
⑧
2
3
，
4
9
⑧
1
4
、
蝸
働
1
4
、
㎜
爾
1
6
、
螂
函
3
7
，
m
⑧
2
4
、

脳
⑧
2
1
、
〃
健
2
7
、
㎜
⑧
1
5
、
㎜
⑧
m
、
脳
⑧
2
1
、
脳
⑳
2
4
、
獅
⑧
u
、
そ
の
他
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

居
延
簡
に
は
、
ま
た
、
「
累
虜
候
長
／
弓
箭
四
発
　
／
回
」
（
8
3
⑧
3
A
）
と
み
え
る

簡
が
あ
る
。
双
行
書
き
の
下
に
封
泥
印
厘
槽
（
＊
印
）
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
弓

箭
四
発
」
の
束
ね
に
付
さ
れ
て
い
た
検
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
四
発
」
と
は
そ

の
十
六
本
か
四
十
八
本
か
の
い
ず
れ
か
を
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
と
さ
ら
こ
う

し
て
束
ね
た
と
す
れ
ば
、
後
者
の
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
れ
は
二
発
1
1

＋
二
本
」
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
当
面
の
用
例
の
「
各
十
余
発
」
に
こ
れ
を
当
て

は
め
れ
ば
、
「
各
一
二
〇
本
余
」
と
な
る
が
、
多
過
ぎ
る
と
い
う
数
字
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
　
的
　
級

○
　
児
政
隊
州
長
王
匡
爵
各
一
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
螂
A
）

○
　
等
三
人
捕
尭
虜
斬
首
各
二
級
当
免
為
庶
人
有
書
今
以
旧
制
律
令
為
捕
斬
勾
奴
1
1

　
　
虜
反
差
購
賞
各
／
如
牒
前
諸
郡
以
西
州
書
免
剤
玄
及
王
便
等
為
民
皆
不
当
行
1
1

　
　
書
到
以
科
別
従
事
官
奴
脾
以
西
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
㎜
）

○
　
能
与
衆
兵
倶
追
先
登
陥
陣
斬
首
一
級
購
銭
五
万
如
此
　
　
　
　
（
破
房
二
二
湖
）
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「
級
」
は
、
本
来
、
等
級
を
示
す
。
斬
首
一
で
爵
一
級
を
賜
っ
た
（
秦
法
）
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ろ
か
ら
、
斬
首
を
級
と
い
い
、
こ
れ
ら
も
「
級
」
で
数
え
る
。

　
　
㈱
　
編

　
竹
⑧
木
簡
類
を
麻
紐
で
編
綴
し
た
文
書
や
簿
籍
類
を
「
編
」
で
数
え
る
。

○
　
札
長
尺
二
寸
当
三
編
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
5
8
）

〇
　
六
人
衣
少
物
別
名
牒
書
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
山
）

○
　
姶
建
国
三
年
二
月
辛
酉
朔
口
／
□
□
名
如
牒
一
編
敢
言
口
　
　
　
（
破
探
七
2
6
）

　
「
札
」
は
一
行
書
き
の
木
簡
、
「
牒
書
」
は
、
そ
の
編
書
で
あ
ろ
う
。

○
　
始
建
国
五
年
九
月
丙
午
朔
乙
亥
第
二
十
三
隊
州
長
宏
敢
言
之
謹
移
所
自
占
／
書
H

　
　
功
労
墨
将
名
籍
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
1
）

○
　
賦
名
籍
一
編
致
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
八
1
A
）

○
　
口
受
奉
名
籍
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
〇
㎜
）

○
　
建
平
三
年
六
月
庚
辰
朔
戊
申
万
歳
候
長
宗
敢
言
之
謹
移
部
吏
卒

　
　
度
七
月
食
名
籍
一
編
敢
一
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
三
6
）

　
右
四
例
に
は
「
名
籍
一
編
」
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
に
も
こ
の
類
例
（
破
探
六
4
、

同
二
二
1
、
同
五
一
醐
、
そ
の
他
）
に
も
末
尾
に
「
敢
言
之
」
と
あ
る
。

○
　
永
光
四
年
八
月
戊
申
朔
丁
丑
臨
木
侯
長
口
／
謹
移
吏
日
迩
簿
一
編
敢
言
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
1
）

○
　
河
平
三
年
十
月
丙
戌
朔
癸
丑
誠
北
侯
史
章
敢
言
之
謹
移
／
十
月
吏
卒
日
述
簿
1
－

　
　
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
〃
）

　
右
に
は
「
日
述
簿
一
編
」
と
み
え
る
。
峰
燧
勤
務
の
吏
卒
の
任
務
の
一
に
は
天
田

（
蜂
燧
の
周
囲
の
防
敵
施
設
）
の
点
検
と
そ
の
報
告
書
、
即
ち
、
日
述
簿
の
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
類
例
省
略
（
破
探
四
四
4
5
、
同
四
八
2
、
他
）
。

○
　
菱
積
別
簿
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
9
）

○
　
始
建
国
二
年
四
月
丙
申
朔
丁
巳
口
／
誓
直
伐
閲
簿
一
編
敢
言
之
（
破
探
七
9
）

○
　
口
　
／
　
己
丑
甲
渠
郭
侯
漢
彊
／
簿
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
2
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
「
伐
閲
簿
」
と
は
、
吏
の
功
労
を
記
録
し
た
簿
書
と
さ
れ
る
。
第
三
例
は
、
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
「
簿
」
字
の
上
に
文
字
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
　
元
延
四
年
九
月
戊
寅
朔
戊
寅
不
侵
侯
口
／
謹
移
八
月
郵
書
課
一
編
敢
言
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
〇
岬
A
）

○
　
建
始
二
年
十
二
月
甲
寅
朔
甲
寅
臨
木
候
長
憲
敢
言
之
謹
移
／
郵
書
課
一
編
敢
H

　
　
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
脳
）

○
　
口
課
一
編
敢
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
一
0
3
4
）

　
「
郵
書
課
」
は
、
郵
書
逓
送
の
記
録
簿
で
あ
る
が
、
右
は
そ
の
報
告
書
で
あ
ろ
う
。

○
　
八
月
戊
辰
尉
／
コ
愛
書
一
編
敢
／
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎝
）

　
「
麦
書
」
は
、
訴
訟
の
取
り
調
べ
時
の
口
述
記
録
で
あ
る
。

○
　
甘
露
二
年
五
月
己
丑
朔
戊
戌
侯
長
寿
敢
言
之
謹
移
戊
卒
自
言
貰
費
財
物
／
吏
1
1

　
　
民
所
定
一
編
敢
言
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
2
5
）

　
　
か
け
う
り

　
「
貰
責
」
に
関
す
る
紛
擾
に
つ
い
て
、
自
白
書
を
も
っ
て
上
申
し
た
も
の
ら
し
い
。

　
量
詞
「
編
」
は
、
お
よ
そ
、
右
の
よ
う
に
し
て
み
え
る
。
然
し
て
、
こ
こ
で
、
右

に
は
共
通
し
て
「
…
…
一
編
、
敢
言
之
」
と
み
え
る
点
に
気
付
か
れ
る
。
「
一
編
」

と
の
茎
言
は
、
そ
の
編
書
名
は
不
明
な
が
ら
他
に
も
み
え
て
い
る
が
、
や
は
り
、

「
敢
言
之
」
と
の
三
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
破
探
四
八
蜘
、
同
五
一
5
6
、
同
五
三

獅
B
、
同
五
三
捌
、
そ
の
他
）
。
も
ち
ろ
ん
、
他
に
は
二
編
唯
府
令
口
」
（
破
探
五

〃
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
右
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
「
一
編
」

は
上
級
機
関
へ
「
敢
言
之
」
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
文
書
⑧
簿
籍
で
あ
る
こ
と
、

次
に
、
そ
う
し
て
完
成
し
た
編
書
の
最
末
尾
の
木
簡
に
は
「
一
編
」
と
の
量
詞
が
添

え
ら
れ
た
こ
と
、
の
二
点
が
知
ら
れ
よ
う
。
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量
詞
「
編
」
に
つ
い
て
の
用
例
は
少
な
く
な
い
。
「
…
…
劾
状
一
編
敢
言
之
」
（
破

探
六
八
2
、
同
六
八
3
0
）
、
「
…
…
応
書
一
編
敢
言
之
」
（
破
房
二
二
蝸
）
、
「
…
…
完

兵
出
入
簿
一
編
」
（
破
房
二
二
蜘
A
）
、
そ
の
他
、
多
く
は
省
略
に
従
う
。

　
　
㈱
　
行

　
次
の
よ
う
に
み
え
る
簡
が
あ
る
が
、
「
行
」
は
量
詞
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

○
　
口
煮
鶏
謄
□
尉
雇
取
一
行
㊥
三
老
来
過
希
欲
備
之
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
4
0
）

　
　
㈱
　
輩

○
　
口
数
其
一
輩
従
官
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
3
0
）

○
　
第
五
隊
州
南
一
輩
七
騎
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
七
1
1
）

　
後
者
は
、
一
列
（
一
グ
ル
ー
プ
）
七
騎
が
南
へ
向
っ
た
と
の
意
味
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　
　
帥
　
通

○
　
口
芭
火
二
通
如
時
付
臨
桐
隊
州
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
棚
）

○
　
口
□
行
夜
挙
芭
火
二
通
㊧
即
昼
見
虜
三
四
百
騎
以
下
口
　
　
（
破
探
五
三
㎜
A
）

○
　
㊥
虜
犯
人
塞
随
河
下
行
夜
挙
火
二
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
二
二
鋤
）

〇
　
四
月
庚
戌
平
旦
衆
騎
亭
挙
地
表
下
一
芭
火
再
通
日
中
復
挙
口
／
地
二
単
表
一
1
1

　
　
通
通
府
謂
不
侵
候
長
輔
等
推
闘
界
中
具
言
口
　
　
　
　
　
（
破
嶋
外
灰
堆
3
6
）

　
峰
燧
等
の
間
に
お
け
る
通
信
の
受
け
伝
え
の
回
数
は
「
通
」
で
表
わ
さ
れ
る
。

「
芭
火
」
は
、
夜
間
の
た
い
ま
つ
に
よ
る
通
信
、
「
挙
火
」
も
同
趣
で
あ
ろ
う
か
。

「
表
」
は
、
日
中
の
旗
や
吹
き
流
し
に
よ
る
通
信
。
「
鼓
」
に
よ
る
場
合
も
あ
る
。

○
　
入
奴
恵
義
粟
□
□
一
劃
に
田
壬
子
見
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
m
）

○
　
口
一
通
官
適
吏
借
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
㎜
）

　
右
は
通
信
文
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
鋤
　
隻
　
↓
㈲
　
枚

○
　
口
孫
併
取
鶏
一
隻
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
三
㎜
）

○
　
出
百
八
十
買
鶏
五
隻
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
羊
、
鶏
、
賂
、
耀
米
、
沽
酒
を
買
っ
て
八
百
六
銭
を
出
費
し
た
報
告
書
の
一
部
で

あ
る
。
鶏
に
は
、
先
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
「
枚
」
参
照
）
。

　
　
鯛
　
章

　
「
囲
」
に
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

○
　
槍
百
大
二
章
長
八
尺
／
石
大
如
羊
頭
以
上
三
百
／
射
転
口
十
五
三
西
面
二
北
1
1

　
　
面
十
南
面
（
以
上
為
第
二
欄
）
／
辞
門
疾
牽
一
大
十
章
長
丈
三
尺
／
関
門
撃
五
1
1

　
　
百
／
治
整
五
百
／
□
口
羊
頭
石
五
百
（
以
上
為
第
三
欄
）
（
前
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
1
8
A
）

○
　
慈
其
索
一
大
二
章
半
長
四
丈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎝
）

○
　
出
銭
二
百
買
木
一
長
八
尺
五
寸
大
四
章
以
治
罷
卒
籍
令
史
護
買
（
破
探
五
二
〃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌻
〉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
〉
）

○
　
尉
史
並
白
／
教
問
木
大
小
貿
謹
問
木
大
四
葦
長
三
丈
章
七
十
長
二
丈
五
尺
葦
五
H

　
　
＋
五
㊧
三
章
木
長
三
丈
枚
百
六
十
（
後
略
）
　
　
　
（
破
探
六
五
㎜
）
（
既
出
）

　
そ
れ
ぞ
れ
「
大
…
…
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
き
さ
、
太
さ
を
「
葦
」
「
葦
半
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
〕

で
表
現
し
て
い
る
ら
し
い
。
「
囲
」
に
つ
い
て
は
先
学
の
詳
論
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
、

両
手
の
親
指
と
人
指
し
指
と
を
合
せ
囲
っ
た
長
さ
ぐ
ら
い
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か

（
韻
会
、
一
囲
五
寸
、
又
云
囲
三
寸
）
。
第
四
例
は
先
に
も
引
い
た
（
「
枚
」
参
照
）
。
こ

れ
は
、
「
四
章
（
木
）
」
と
「
三
章
木
」
と
の
寸
法
や
枚
数
を
い
う
も
の
で
、
前
者
に

　
　
　
　
　
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻

は
、
「
長
三
丈
葦
七
十
」
と
「
長
二
丈
五
尺
章
五
十
五
」
と
の
二
様
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
章
」
は
名
詞
で
あ
る
が
、
参
考
例
と
し
た
い
。

　
　
㈱
領
↓
㈹
両
、
⑳
枚

　
本
資
料
に
は
、
そ
の
性
格
上
、
戊
卒
の
衣
料
（
衣
物
）
が
多
く
み
え
て
お
り
、
そ

の
一
端
は
、
先
の
「
両
」
「
枚
」
の
条
に
も
み
て
き
た
。
戊
卒
関
係
の
衣
料
に
っ
い

居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
）

て
は
程
喜
霧
氏
に
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。　

　
　
　
（
上
略
）
燧
長
、
燧
率
資
装
由
官
府
配
給
、
所
配
資
装
有
複
（
有
裏
）
抱

　
　
　
　
（
長
橋
）
、
官
抱
、
複
儒
（
短
衣
）
、
袴
（
樟
）
、
履
和
練
。
履
練
以
「
両
」
計
、

　
　
　
　
即
離
又
。
（
後
略
）

　
　
　
　
（
前
略
）
這
至
少
是
漢
代
敦
煙
一
個
戊
卒
所
配
備
的
基
本
資
装
、
有
春
秋

　
　
　
　
用
早
布
抱
一
件
、
夏
用
的
早
布
単
単
衣
領
、
冬
用
白
練
皮
嚢
一
件
、
狗
皮

　
　
　
　
練
二
両
。
燧
卒
是
辺
兵
重
要
組
成
部
分
、
亦
当
有
類
似
配
給
。

　
衣
物
類
に
は
、
原
則
と
し
て
量
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
量
詞
が
定

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
今
一
の
理
由
が
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
衣
料

を
記
載
し
た
文
書
の
多
く
は
公
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戊
卒
の
衣
料
が

官
給
晶
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
は
必
ず
公
文
書
を
伴
う
。
そ
の
授
受
の
過
程
に
は
、
そ

の
都
度
明
証
が
求
め
ら
れ
、
受
給
者
の
受
給
サ
イ
ン
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
作
成
さ
れ
る
公
文
書
に
は
量
詞
を
使
用
し
、
内
容
伝
達
に
遺
漏
や
混
乱
の
な
い

よ
う
、
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ

る
が
、
こ
と
、
衣
料
を
列
挙
し
た
文
書
と
し
て
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。

○
　
臨
穎
定
里
幹
賞
一
見
出
し
一
　
／
　
　
練
復
襲
一
　
早
袴
一
口
　
　
布
単
緒
一
／

　
　
早
復
抱
一
　
布
復
緒
一
　
布
株
一
口
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
早
布
□
一
　
　
1
1

　
　
□
□
三
枚
　
…
…
／
布
単
早
衣
一
　
布
単
□
口
　
　
布
襲
一
領
（
以
上
為
第
二

　
　
欄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
鮒
）

　
「
領
」
に
っ
い
て
の
用
例
は
多
く
て
列
挙
し
切
れ
な
い
。
一
部
を
掲
げ
よ
う
。

○
　
口
　
／
貰
貫
官
復
抱
若
干
領
直
若
干
某
所
燧
長
王
乙
所
口
／
宮
財
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
蜘
）

○
　
口
　
／
葦
単
緒
一
両
　
　
□
一
　
／
官
嚢
一
領
　
　
白
練
複
衣
一
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
峨
A
）

○
　
受
正
月
余
襲
二
百
廿
二
領
　
／
其
二
領
物
故
／
今
余
襲
二
百
批
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
㎜
）

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

○
〔
回
／
□
…
…
／
□
布
複
抱
一
領
　
費
県
官
嚢
一
領
／
早
布
章
禅
衣
一
1
1

　
　
領
／
□
複
襲
襲
一
領
口
／
早
布
複
緒
一
両
口
／
犬
練
二
両
／
常
葦
二
両
一
口
／

　
　
棄
肥
一
両
／
　
　
取
口
　
　
／
　
車
第
十
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
一
九
1
2
）

○
　
河
東
緯
邑
閾
里
□
逢
除
　
／
早
□
復
緒
一
両
／
早
単
衣
一
領
／
布
単
濡
一
領
／

　
　
布
緒
一
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
四
探
二
u
）

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
］
回
／
齋
県
官
嚢
一
領
過
受
都
内
／
自
布
禅
衣
一
領
　
　
（
破
探
五
三
㎜
）

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

○
　
戊
卒
／
魏
郡
回
／
□
□
　
／
早
布
□
禅
衣
一
領
／
早
布
復
儒
一
頷
／
練
復
襲
1
1

　
　
嚢
一
領
／
早
布
復
緒
一
両
／
棄
肥
一
両
　
　
第
廿
三
　
　
　
　
（
破
探
五
九
㈱
）

○
　
口
鳥
一
匹
　
出
鳥
一
匹
従
民
呉
□
買
貸
絶
嬬
一
領
□
緯
　
　
　
（
破
探
六
五
6
5
）

○
　
口
　
／
布
権
愉
一
領
／
布
緒
一
両
　
／
十
月
乙
巳
第
十
四
卒
察
忠
取
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
峨
）

○
　
□
　
早
練
長
習
一
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
四
探
二
皿
）

○
　
戊
卒
魏
郡
貝
丘
某
里
王
甲
　
／
貰
費
□
畠
復
抱
県
繁
緒
一
領
直
若
干
千
居
延
1
1

　
　
某
里
王
乙
口
／
居
延
某
里
王
丙
舎
在
某
蹄
　
　
㊧
官
衣
財
口
（
破
探
五
六
㎜
）

○
　
口
　
／
貫
雛
早
復
抱
県
繋
壮
一
領
直
若
干
千
（
後
略
）
　
　
　
（
破
探
五
六
蝸
）

○
　
木
質
一
　
　
白
玄
甲
十
三
領
　
革
甲
六
百
五
十
　
鉄
鎧
二
千
七
百
一
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
醐
）

　
「
領
」
は
、
右
の
よ
う
に
し
て
み
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
用
例
を
、
改
め
て
そ
の

対
象
毎
に
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
各
表
記
は
所
見
す
る
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
〔
襲
〕

　
　
　
　
襲
（
破
探
五
一
醐
－
三
例
、
同
五
七
3
A
、
同
五
九
棚
）
、
官
襲
（
破
探
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五
1
2
、
同
五
三
皿
）
、
練
大
襲
（
破
探
五
八
1
9
）
、
布
襲
（
破
探
五
一
捌
、

　
同
五
一
6
7
、
同
五
九
5
1
）
、
畠
襲
（
破
探
五
二
棚
、
同
五
六
捌
）
、
布
復
襲

　
（
破
探
五
六
6
9
）
、
早
復
襲
（
破
探
五
六
6
9
）
、
□
□
復
襲
（
破
探
五
一
閉
）
、

　
白
練
複
大
襲
（
破
探
五
二
㎜
）
、
□
複
襲
襲
（
破
房
一
九
1
2
）
、
□
□
□
襲

　
（
破
探
五
二
棚
）

〔
抱
〕

　
官
抱
（
破
探
五
1
2
、
同
ニ
ハ
u
、
同
五
一
㎜
、
同
五
三
皿
、
同
五
九
脳
）
、

　
抱
（
破
探
四
三
蝸
A
、
同
五
九
3
1
）
、
練
抱
（
破
探
五
一
獅
）
、
早
抱
（
破

　
探
五
一
独
）
、
官
復
抱
（
破
探
五
六
㎜
）
、
□
布
複
抱
（
破
房
一
九
1
2
）
、
…

　
□
早
復
抱
（
甲
四
探
二
5
8
）
、
繧
復
抱
（
破
探
五
一
㎜
）
、
□
抱
（
破
探
五

　
六
峨
）

〔
橋
⑧
矯
〕

　
白
布
単
濡
（
破
探
五
二
蜥
）
、
布
単
橋
（
甲
四
探
二
u
）
、
布
単
濡
（
破
探

　
五
二
醐
）
、
緯
単
橋
（
破
探
五
二
峨
）
、
布
復
橋
（
破
探
五
一
6
7
、
同
五
一

　
㎝
）
、
昌
布
複
橋
（
破
探
五
二
搬
）
、
早
布
復
橋
（
破
探
五
九
㈱
）
、
繧
複

　
橋
（
破
探
五
二
㎜
）
、
纐
複
橋
（
破
探
五
九
5
1
）
、
□
複
濡
（
破
探
五
二
醐
）
、

　
白
紬
橋
（
破
探
五
一
㎜
）
、
早
橋
（
破
探
五
二
獅
）
、
練
儒
（
破
探
五
九
跳
）
、

　
布
濡
（
破
探
五
一
獅
）
、
縛
綴
（
破
探
六
五
6
5
）
、
口
□
儒
（
破
探
五
二
鵬
）

〔
稽
愉
⑧
楡
〕

　
布
櫓
楡
（
破
探
五
一
㎜
、
同
五
二
峨
、
同
五
六
6
9
）
、
早
槍
楡
（
破
探
五

　
二
蝸
）
、
布
禅
楡
（
破
探
五
二
9
3
）

〔
単
衣
⑧
禅
衣
〕

　
単
衣
（
破
探
五
二
脳
）
、
布
単
衣
（
破
探
五
八
1
9
）
、
白
単
衣
（
破
探
四
0

　
6
A
）
、
白
布
単
衣
（
破
探
五
二
9
4
、
同
五
二
鵬
）
、
早
単
衣
（
甲
四
探
二

　
　
　
　
u
）
、
早
布
単
衣
（
破
探
五
一
胴
）

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
白
布
禅
（
破
探
五
二
9
2
）
、
畠
布
禅
衣
（
破
探
五
三
㎜
）
、
早
布
口
禅
衣

　
　
　
　
（
破
探
五
九
弼
）
、
早
布
章
禅
衣
（
破
房
一
九
1
2
）
、
黄
衣
禅
衣
（
破
探
五

　
　
　
　
一
6
6
、
同
五
二
9
3
）

　
　
〔
嚢
〕

　
　
　
　
官
嚢
（
破
探
五
1
2
、
同
五
二
峨
A
、
同
五
三
㎜
、
破
房
一
九
1
2
）
、
嚢

　
　
　
　
（
破
探
五
三
㎜
）
、
□
複
裏
嚢
（
破
探
五
〇
㎜
）
、
羊
皮
嚢
（
破
探
五
八
皿
）
、

　
　
　
　
練
復
襲
嚢
（
破
探
五
九
㈱
）

　
　
〔
緒
〕

　
　
　
　
布
単
緒
（
破
探
五
四
2
1
）
、
布
禅
袴
（
破
探
五
二
9
3
）
、
布
復
袴
（
破
探
五

　
　
　
　
一
6
6
）

　
　
（
そ
の
他
）

　
　
　
　
早
練
長
習
（
甲
四
探
二
皿
）
、
白
練
複
衣
（
破
探
五
二
峨
A
）
、
衣
（
破
探

　
　
　
　
五
二
舳
）
、
紫
緒
（
破
探
五
六
㎜
）
、
繋
壮
（
破
探
五
六
㎜
）
、
□
□
□
□

　
　
　
　
衣
（
破
探
五
二
棚
）
、
白
布
単
口
（
破
探
五
二
9
4
）
、
□
復
□
（
破
探
五
二

　
　
　
　
9
2
）
、
早
口
（
破
探
五
二
9
3
）
、
…
口
布
□
（
破
探
五
九
鋤
）
、
白
玄
甲

　
　
　
　
（
破
探
五
九
㎜
）
、
　
　
こ
の
他
、
「
…
…
□
一
領
」
と
あ
る
も
の
六
例
、
「
：
－
：

　
　
　
　
□
領
」
と
あ
る
も
の
四
例
あ
り
。

　
右
の
内
、
緒
に
「
領
」
を
用
い
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
破
域
子
探
方
五
二
6
6
、
同

五
二
9
3
、
ま
た
、
同
五
二
9
4
、
同
五
四
2
1
に
は
、
「
両
し
「
領
」
「
枚
」
な
ど
に
混
用

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
胸
　
頭

○
　
商
即
出
牛
一
頭
黄
特
歯
八
歳
平
費
直
六
十
石
（
前
後
略
）
　
　
（
破
房
二
二
4
）

○
　
時
粟
君
借
恩
為
就
載
魚
五
千
頭
到
礫
得
（
前
後
略
）
　
　
　
　
（
破
房
二
二
2
3
）

居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
右
は
、
建
武
三
年
（
紀
元
二
七
年
）
十
二
月
の
裁
判
書
類
（
粟
君
所
青
憲
恩
事
）
に

み
え
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
、
牛
（
八
例
）
、
魚
（
三
例
）
を
「
頭
」
で
数
え
る
。

○
　
牛
大
小
八
頭
大
車
一
両
皆
与
大
卿
令
為
子
息
之
又
子
脛
前
大
卿
奴
及
牛
廿
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
二
二
測
）

○
　
各
有
大
車
一
両
用
牛
各
一
頭
余
以
使
相
口
（
前
略
）
　
　
　
　
（
破
房
二
二
梛
）

　
右
二
例
は
、
「
大
車
一
両
」
と
共
に
み
え
る
。
他
一
例
（
破
房
二
二
棚
）
も
同
様
。

　
魚
を
「
頭
」
で
数
え
た
例
は
、
右
の
他
に
五
例
（
六
例
）
拾
わ
れ
る
。

○
　
張
博
史
臨
辞
日
党
閨
月
中
受
刑
博
魚
廿
頭
三
月
中
　
　
　
　
　
（
破
探
二
0
1
1
）

○
　
博
詣
官
封
符
持
魚
廿
頭
遣
党
受
博
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
二
0
1
5
）

○
　
今
自
買
魚
得
二
千
二
百
黍
十
頭
（
前
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
四
5
）

○
　
長
□
□
□
起
居
得
母
有
魚
百
廿
頭
　
　
　
口
官
今
遣
崔
尉
史
執
物
如
牒
十
五
1
－

　
　
日
寄
書
万
侠
涛
付
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
四
8
A
）

○
　
□
呉
猪
病
跡
武
彊
隊
州
仁
使
通
持
魚
廿
頭
遺
猪
余
魚
三
百
八
十
頭
仁
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
8
0
）

　
次
は
何
を
数
え
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。

○
　
凡
□
□
百
廿
一
頭
　
／
出
十
束
直
八
十
五
子
音
取
銭
口
／
出
七
束
張
紀
実
銭
1
1

　
　
付
魏
子
口
／
出
三
束
直
廿
七
銭
未
口
（
前
略
）
　
　
　
　
　
（
破
探
五
〇
㎜
B
）

○
　
皿
川
頭
直
三
百
一
十
八
不
三
百
八
十
頭
直
三
百
廿
八
交
銭
百
不
二
百
辞
不
相
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
8
2
A
）

　
　
㈱
　
騎
　
↓
ω
　
人

○
　
第
五
隊
州
南
一
輩
七
騎
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
七
1
1
）

○
　
蚤
食
時
到
第
五
隊
州
北
里
所
見
馬
述
入
河
馬
可
二
十
余
騎
…
（
破
探
四
八
5
5
A
）

○
　
口
□
行
夜
挙
菖
火
二
通
㊧
即
昼
見
虜
三
四
百
騎
以
下
□
　
　
（
破
探
五
三
m
A
）

○
　
従
河
中
出
上
岸
逐
丹
虜
二
騎
従
後
来
共
囲
遮
略
得
丹
及
所
騎
（
破
探
六
八
8
8
）

○
　
百
騎
亭
但
馬
百
余
匹
桑
他
四
十
五
匹
皆
備
賀
併
塞
来
南
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
房
ニ
ハ
4
8
）
（
既
出
）

　
「
虜
」
と
は
敵
方
、
勾
奴
兵
を
い
う
。
第
二
例
は
日
迩
簿
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

ら
は
騎
士
を
「
騎
」
で
数
え
る
も
の
で
あ
る
。
参
考
例
と
し
て
次
が
あ
る
。

〇
　
四
月
己
亥
居
延
都
尉
徳
城
騎
千
人
慶
兼
行
丞
事
下
居
廷
農
承
（
破
探
五
六
3
3
）

　
「
騎
千
人
」
は
「
干
騎
」
に
同
じ
。
同
一
例
は
他
に
も
あ
る
が
（
破
探
五
一
棚
A
）
、

ま
た
、
「
騎
士
十
六
人
」
、
「
先
騎
百
人
」
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
　
帥
　
齊

○
　
口
六
日
病
傷
臓
薬
十
齊
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
九
3
）

○
　
口
薬
皿
川
齊
不
楡
至
八
月
己
□
／
口
□
□
府
□
麦
書
ロ
　
　
ロ
（
破
探
四
三
捌
）

○
　
□
飲
薬
五
齊
積
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
螂
）

○
　
口
□
六
千
齊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
蝸
B
）

○
　
口
酉
卒
夏
同
予
薬
二
齊
少
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
㎜
）

○
　
第
七
隊
州
卒
箭
□
胡
除
…
…
　
　
飲
薬
三
斉
口
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
鮒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
（
戌
カ
）

○
　
□
頭
慮
寒
熱
飲
薬
五
齊
不
愉
㎜
戎
婁
言
侯
官
請
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
九
湖
）

　
右
は
、
調
合
（
合
和
）
さ
れ
た
散
薬
の
類
を
数
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
参
照

さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
酒
に
と
か
し
て
服
飲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
、
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
る

七
例
に
み
え
る
「
楡
」
「
命
」
「
愉
心
」
は
、
共
に
「
癒
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

第
五
例
の
「
酉
」
「
命
」
に
っ
き
、
藤
英
群
氏
は
「
医
」
（
殿
酉
）
「
楡
」
と
翻
字
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

「
医
卒
」
と
は
、
官
医
の
も
と
で
働
く
そ
の
補
助
員
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
口
一
分
括
楼
哉
昧
四
分
麦
丈
旬
厚
付
各
三
分
皆
合
和
以
方
寸
七
取
薬
一
置
杯
1
－

　
　
酒
中
飲
之
出
矢
鍛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
脳
）
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三
　
量
詞
の
み
ら
れ
な
い
場
合

　
本
資
料
に
も
量
詞
の
添
え
ら
れ
な
い
例
は
あ
る
。
先
に
は
、
衣
物
類
の
場
合
に
っ

い
て
一
例
を
掲
げ
、
こ
と
、
衣
料
を
列
挙
し
た
文
書
と
し
て
は
例
外
的
な
存
在
で
あ

る
と
述
べ
た
。
関
連
す
る
用
例
を
補
っ
て
み
よ
う
。

○
　
早
布
衣
直
三
百
九
十
　
　
葦
緒
直
六
百
　
　
桑
直
二
百
／
早
襲
直
二
千
　
　
1
1

　
　
　
　
　
皮
緒
直
三
百
　
　
張
偉
三
百
／
抱
直
千
三
百
　
　
　
　
　
皮
□
直
六
1
1

　
　
百
　
　
凡
直
五
千
六
百
九
十
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
除
二
千
四
百
六
十
五
　
　
1
1

　
　
定
三
千
二
百
廿
五
（
以
上
為
第
二
欄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
9
1
B
）

○
　
口
畢
　
／
襲
一
・
β
　
　
　
□
一
・
β
／
布
復
襲
一
・
β
　
□
一
・
β
／
章
1
1

　
　
袴
一
・
β
　
　
口
一
・
β
／
布
単
橋
一
・
β
　
□
一
・
β
　
／
□
一
／
桑
一
1
－

　
　
　
口
／
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
鋤
）

　
　
　
　
か
け
う
り
　
　
か
け
が
い

　
右
は
、
貰
売
、
貰
買
の
際
の
証
文
の
類
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
前
者
に
は
、
衣
物
毎

に
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
「
畢
」
「
β
」
は
、
完
済
の
意
を
永
す
も
の
。

○
　
コ
コ
／
橡
長
儒
一
レ
　
早
布
単
衣
一
母
／
白
練
緒
一
レ
　
早
布
単
緒
一
レ
／
1
1

　
　
（
マ
マ
｝

　
　
行
勝
噴
面
衣
各
一
母
／
羊
皮
緒
一
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
㎜
）

○
　
口
　
／
布
桑
一
　
布
巾
一
／
紫
巾
一
　
表
嚢
一
／
布
二
尺
半
／
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
六
m
A
）

○
　
山
陽
親
陽
里
魏
優
　
第
廿
三
燧
　
／
爵
復
儒
一
衣
／
早
復
稽
楡
丁
閣
・
／
白
H

　
　
練
緒
一
閣
・
／
布
禅
衣
一
閣
・
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
剣
一
枚
閣
・
　
　
布
1
1

　
　
襲
一
衣
／
葦
罵
一
閣
・
　
布
属
一
衣
／
　
　
綴
目
帰
一
衣
／
　
　
布
禅
一
衣

　
　
（
以
上
為
第
二
欄
、
「
第
廿
三
燧
」
「
衣
」
「
閣
・
」
は
後
筆
）
　
　
　
（
破
探
五
六
8
6
）

　
「
衣
」
は
、
着
用
す
る
、
「
閣
」
は
、
倉
庫
に
保
管
す
る
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

総
じ
て
、
各
文
書
（
木
簡
）
の
性
格
、
目
的
の
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
残
念
で
あ
る

が
、
一
部
な
が
ら
、
こ
う
し
て
衣
料
に
量
詞
を
用
い
な
い
用
例
も
存
在
は
す
る
。

　
量
詞
を
用
い
な
い
用
例
は
、
武
器
関
係
、
峰
燧
の
備
晶
関
係
の
文
書
に
目
立
つ
よ

う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
そ
の
若
干
例
を
示
そ
う
。

○○○○○○○○○○○○
弩
一
箭
百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
八
9
）

コ
官
弩
一
箭
二
百
　
　
槍
五
口
□
□
口
／
官
鼓
戟
盾
各
一
　
大
萱
皿
川
小
萱
四
1
1

尺
芭
各
百
　
　
□
／
官
鎧
鍵
警
各
一
　
　
麺
二
斤
蘭
一
箭
三
口
／
□
□
箭
各
1
1

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
九
1
3
B
）

戊
卒
魏
郡
清
淵
乗
車
里
董
市
利
／
四
石
具
弩
一
　
　
栗
矢
五
十
／
弩
幅
一
　
1
1

　
　
　
蘭
冠
各
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
6
8
）

箕
山
隊
州
卒
礫
得
安
成
里
萢
斉
　
／
六
石
具
弩
一
／
弩
幡
一
／
稟
矢
銅
鍛
百
少
1
1

一
（
以
上
為
第
一
欄
）
／
蘭
一
母
冠
　
　
居
延
有
方
四
（
以
上
為
第
二
欄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
鵬
）

□
具
弩
五
糸
弦
緯
完
　
三
石
具
弩
十
二
完
　
　
蘭
…
…
／
口
…
…
□
□
□
緯
1
1

完
　
　
弩
幡
廿
　
其
十
幣

貯
呼
…

妄
矢
銅
墾
三
百
五
十

臨
桐
隊
州
妄
矢
世

團
稟
矢
銅
鍛
百
完

稟
矢
百
皆
庁
呼
物
故
口

第
九
隊
州
斬
干
一
完

團
服
一
完

六
尺
席
一
直
百
皿
川
五
（
前
後
略
）

「
幡
」
は
弩
に
か
け
る
袋
、
「
蘭
」

蘭
冠
六
完
／
稟
矢
銅
鍛
千
　
　
其
百
九
十
五
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
三
m
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
六
7
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
四
八
峨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
m
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
蝸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
二
醐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
一
峨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
〇
幽
A
）

は
矢
を
入
れ
る
袋
を
い
う
。
永
元
五
年
（
紀
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元
九
三
年
）
の
冊
書
、
「
兵
釜
磧
簿
」
に
は
、
「
官
弩
」
「
具
弩
」
に
「
張
」
、
「
箭
」

「
妄
矢
銅
鍛
箭
」
等
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
参
照
さ
れ
る
（
前
稿
）
。

○
　
候
史
広
徳
坐
不
循
行
部
塗
苧
趣
具
諸
当
所
具
者
各
如
府
都
吏
挙
部
糖
不
畢
又
1
1

　
　
省
官
激
書
不
会
会
日
督
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
探
五
七
㎜
A
）

○
　
侯
史
広
徳
　
　
㊧
第
十
三
／
黙
長
喜
　
／
亭
不
徐
　
　
母
馬
牛
矢
／
母
非
常
H

　
　
屋
　
母
沙
／
母
深
目
　
　
母
丙
薪
／
薫
少
二
　
　
母
□
□
（
以
上
為
第
一
欄
）

　
　
／
表
幣
　
　
　
積
薪
皆
卑
　
　
　
亭
不
徐
／
□
□
□
　
　
　
県
索
緩
　
　
　
母
1
－

　
　
非
常
屋
／
母
□
□
□
□
　
㊧
第
十
四
隊
州
長
光
　
羊
頭
石
少
二
百
／
母
□
□
□
1
－

　
　
□
　
　
　
　
母
深
目
（
以
上
為
第
二
欄
）
／
（
後
略
）
　
　
　
（
破
探
五
七
m
B
）

　
右
は
、
第
七
欄
ま
で
続
く
長
大
な
文
書
で
あ
り
、
各
燧
長
の
名
の
も
と
に
、
鰹
そ

れ
ぞ
れ
に
お
け
る
備
晶
の
不
足
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
峰
燧
に
設
備
さ
れ
る
備
晶
は
、

始
建
国
二
年
（
紀
元
一
、
○
年
）
の
「
桑
他
莫
当
燧
守
御
器
簿
」
に
よ
っ
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
（
前
稿
参
照
）
。
「
馬
牛
矢
」
「
羊
頭
石
」
「
沙
牡
」
「
萬
薪
」
「
積
薪
」
「
深

目
」
（
観
測
装
置
）
「
表
」
「
狗
⑧
狗
籠
」
な
ど
、
燧
に
は
必
ず
充
足
さ
せ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
武
器
関
係
、
峰
燧
備
晶
関
係
の
文
書
に
は
量
詞
の
使
用
の
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

と
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
先
の
敦
煙
簡
蹟
資
料
、
居

延
簡
蹟
資
料
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
、
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
量
詞
の
使
用
の
少
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
文
書

の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
武
器
だ
の
峰
燧
備
晶
だ
の
と
い
っ
た

対
象
目
そ
の
も
の
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
前
者
の
類
で
あ
る
な
ら
、
や
は
り
、

文
書
の
作
成
目
的
、
提
出
先
、
性
格
等
が
問
わ
れ
よ
う
。
ま
た
、
後
者
の
類
で
あ
る

な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
目
毎
の
量
詞
用
法
の
不
安
定
、
未
定
着
、
あ
る
い
は
、
そ
の

不
足
、
欠
如
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
先
の
衣
物
類
に
お
け
る
場
合
を
併
せ
み
な
が
ら
、

な
お
も
、
検
討
爾
分
析
を
試
み
て
い
く
し
か
な
い
。

四
　
結

　
新
た
に
発
見
さ
れ
た
居
延
漢
簡
に
よ
り
、
我
々
は
、
さ
ら
に
多
く
の
量
詞
の
使
用

例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
、
先
の
敦
煙
簡
蹟
資
料
、
居
延
簡
蹟
資
料
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

た
、
古
代
墓
葬
出
土
資
料
等
に
お
け
る
場
合
に
合
す
れ
ば
、
実
に
多
く
の
量
詞
の
存

在
と
そ
の
用
法
と
を
知
り
得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
し
か
も
、
遠
く
遡
っ
た

漢
代
の
使
用
例
で
あ
る
。
量
詞
は
、
「
文
一
言
文
に
登
場
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
の

が
当
然
だ
か
ら
」
、
元
代
以
前
に
お
け
る
そ
の
あ
り
方
に
っ
い
て
は
、
「
す
べ
て
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
あ
る
と
言
ふ
外
な
い
。
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ

う
な
状
況
展
開
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
資
料
に
お
け
る
量
詞
に
っ
き
、
そ
の
用
法
面
か
ら
整
理
す
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
な
ろ
う
（
空
見
出
し
の
「
側
剤
」
「
ω
嚢
」
「
㈹
囲
」
は
含
ま
な
い
）
。

　
H
個
体
そ
の
も
の
の
数
量
を
表
わ
す
（
名
量
詞
）

　
　
　
①
数
を
数
え
る
量
詞
（
性
質
、
形
状
等
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ω
単
数
…
…
ω
乗
　
②
丸

　
　
⑯
封
　
㎝
張
　
⑱
所

　
　
㈹
輩
　
㈲
隻
　
㈱
領

㈲
複
数
　
㈲
定
数
…
…
…

　
　
　
　
㈲
不
定
数
…
…

（7）（6）口鯛（19（4）

具両頭日人
⑬㈱㈱⑳（5）
合発騎枚件

㈱㈱（6）
齊歳両

㈲ω
牒匹
帥（11）

級区

㈱（⑫

編巻

②
量
を
は
か
る
量
詞
（
器
物
や
処
置
方
法
等
に
よ
る
）

　
　
　
㈹
干
　
㈱
券
　
②
o
東
　
軸
杯
　
㈱
桑
　
鯛
葦
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目
個
体
の
運
動
の
回
数
を
表
わ
す
（
動
量
詞
）

　
　
　
　
　
　
帥
通

　
　
＊
分
類
未
詳
　
　
㈲
行

　
動
量
詞
の
類
の
少
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
漢
代
西
北
辺
境
出
土
の

簡
蹟
類
、
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
類
な
ど
、
こ
う
し
た
文
書
類
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
。
因
み
に
、
時
代
の
降
っ
た
吐
魯
番
出
土
文
書
に
お
い
て
は
、
随
葬
衣
物
琉
の
類

で
は
、
や
は
り
、
同
様
の
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
文
書
の
類
で
は
、
「
而
」

「
廻
」
「
次
」
「
番
」
「
遍
」
と
い
っ
た
動
量
詞
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
唐
代
の
伝
記
の

一
で
あ
る
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に
お
い
て
は
、
「
反
」
「
而
」
「
度
」
「
拝
」
「
歩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

「
般
」
「
返
」
「
遍
」
の
よ
う
な
動
量
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
量
詞
は
、
そ
の
資
料
の
時
代
、
内
容
、
性
格
、
形
式
（
様
式
）
、
文
体
等
に
よ
り
、

使
用
の
有
無
、
用
法
上
の
差
異
な
ど
、
大
小
の
偏
り
の
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

今
後
に
お
け
る
主
な
る
課
題
の
一
は
、
こ
う
し
た
点
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
右
を
も
っ
て
、
本
稿
で
は
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
居
延
新
簡

に
お
い
て
も
、
量
詞
は
積
極
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
部
に
混
用
は
あ
る
も

の
の
そ
れ
ら
は
明
確
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
五
年
八
月
二
十
四
日
、
清
書
了
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

注　
拙
稿
「
居
延
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀

要
』
（
人
文
⑧
社
会
科
学
編
）
、
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
二
一
月
。

　
群
英
群
著
『
居
延
漢
簡
通
論
』
、
一
九
九
一
年
五
月
、
甘
粛
教
育
出
版
社
。

五
一
一
頁
。

　
森
鹿
三
著
『
東
洋
学
研
究
居
延
漢
簡
篇
』
（
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
二
十
三

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
u
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

之
二
）
、
一
九
七
五
年
三
月
、
同
朋
舎
、
三
九
頁
。

　
拙
稿
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、

第
一
八
輯
、
一
九
九
五
年
八
月
。
八
七
頁
。

　
程
喜
霧
著
『
漢
唐
峰
喉
制
度
研
究
』
、
中
華
民
国
八
○
年
一
〇
月
、
聯
経
出

版
事
業
公
司
。
一
〇
三
頁
。

　
注
（
2
）
文
献
、
二
二
二
頁
。

　
注
（
1
）
文
献
、
ニ
ハ
頁
、
下
段
。

　
段
玉
裁
著
『
説
文
解
字
注
』
、
中
華
民
国
五
九
年
六
月
、
芸
文
印
書
館
。
三

二
一
頁
。

　
劉
世
需
著
『
魏
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
、
一
九
六
五
年
六
月
、
中
華
書
局
。

二
〇
三
頁
。

　
『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』
、
第
六
輯
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
、
汲
古
書
院
。

二
一
丁
ウ
。

　
注
（
2
）
文
献
、
二
九
二
頁
。

　
注
（
9
）
文
献
、
一
四
〇
頁
。

　
永
田
英
正
著
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
（
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
四
十
一
）
、
一
九

八
九
年
一
〇
月
、
同
朋
舎
出
版
。
三
八
○
頁
。

　
坂
元
正
典
「
延
喜
式
に
見
え
る
囲
に
つ
い
て
（
上
）
」
、
「
（
同
）
（
下
）
」
、
『
帝

塚
山
短
期
大
学
紀
要
』
、
第
一
八
号
、
一
九
八
一
年
一
月
、
第
二
〇
号
、
一
九

八
三
年
三
月
。

　
同
「
”
囲
”
の
変
遷
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
文
化
史
研
究
』
（
帝
塚
山
短
期
大

学
）
、
第
七
号
、
一
九
八
四
年
。

　
注
（
9
）
文
献
、
二
四
四
頁
。

　
注
（
5
）
文
献
、
一
〇
五
頁
。

居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）
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居
延
新
簡
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

（
1
6
）
　
注
（
2
）
文
献
、
五
一
四
頁
。

（
1
7
）
　
拙
稿
「
敦
煙
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一
九

　
　
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
。

（
1
8
）
　
拙
稿
「
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大

　
　
学
教
育
学
部
紀
要
』
（
人
文
⑧
社
会
科
学
編
）
、
第
二
五
巻
、
一
九
九
一
年
二
一

　
　
月
。

（
1
9
）
　
渡
辺
実
「
日
華
両
語
の
数
詞
の
機
能
　
　
助
数
詞
と
単
位
名
　
　
」
、
『
国
語

　
　
国
文
』
、
第
二
一
巻
第
一
号
　
　
二
一
〇
号
　
　
、
一
九
五
二
年
一
月
。
九
九

　
　
∫
一
〇
〇
頁
。

（
2
0
）
　
拙
稿
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
に
お
け
る
量
詞
に
っ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、

　
　
第
一
、
一
〇
号
、
一
九
九
一
年
二
一
月
。

　
　
　
拙
稿
「
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学

　
　
教
育
学
部
紀
要
』
（
人
文
⑧
社
会
科
学
編
）
、
第
二
六
巻
、
一
九
九
二
年
一
二
月
。

（
2
1
）
　
拙
稿
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、

　
　
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
執
筆
す
る
に
つ
き
、
本
学
部
の
福
田
哲
之
先
生
の
御
芳
情
を
た
ま

　
　
　
わ
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。


